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S D G s
S u s t a i n a b l e  D e v e l o p m e n t  G o a l s

法 政 大 学と特集

答
え
の
な
い
問
題
に
、新
た
な
解
を

生
み
出
し
得
る
力
を
培
う

SDGs（エス・ディー・ジーズ／持続可能な開発目標）は、より良い未来を持続させていくために、

国連加盟国193カ国が世界的な課題の解決に向けて掲げた17の開発目標です。

それらの目標は、法政大学憲章で掲げた本学のミッション・ビジョンと共鳴するものであり、

本学でも教育研究や社会貢献を通じてSDGsへの取り組みを進めてきました。

この特集では、これまで手掛けてきたSDGs関連の取り組みや、今後の展望などについて紹介します。

廣
瀬
克
哉

法
政
大
学
総
長

　
本
学
は
建
学
以
来
、「
自
由
と
進
歩
」
を
精
神
と

し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
と
、
そ
れ
に
資
す
る

人
材
の
育
成
を
重
要
な
使
命
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
法
政
大
学
憲
章
「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」
と

し
て
受
け
継
い
だ
本
学
の
精
神
お
よ
び
使
命
は
、

2
0
1
5
年
に
時
と
志
を
同
じ
く
し
て
国
連
に
採
択

さ
れ
た
S
D
G
s 

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
と
関

連
づ
け
る
こ
と
で
具
体
化
し
、
使
命
達
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　「
実
践
知
」
と
は
、
予
測
可
能
性
が
揺
ら
ぐ
現
代

社
会
の
中
で
、
現
場
で
の
実
践
や
背
景
、
専
門
性
の

異
な
る
人
々
と
の
血
の
通
っ
た
連
携
を
通
じ
て
、
今

こ
こ
に
な
い
新
た
な
知
見
を
生
み
出
し
、
答
え
の
な

い
問
題
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
必
要
な
知
性
の
在
り

方
で
す
。

　
本
学
は
こ
の
「
実
践
知
」
を
学
生
一
人
ひ
と
り
に

培
う
た
め
、
今
後
も
S
D
G
s
達
成
の
た
め
の
教

育
・
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
外
と
の
連
携
に

よ
る
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
精
力
的
に
展
開
し
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と
の
交
流
の
中
で
、
答
え
の

な
い
社
会
的
問
題
に
、
新
た
な
解
を
生
み
出
し
得
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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廣瀬克哉
法政大学総長

法政の「いま」をお伝えします。
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広大な敷地の多摩キャンパスでは、キャンパス内を移動するための循環バスが運行され
ており、学生の間では「青バス」と呼ばれ親しまれています。また、キャンパス一帯は豊
かな自然に囲まれていて、5月から6月は新緑が鮮やかな季節です。

COVER 	多摩キャンパス 

5
月
9
日（
日
）に
「
法
政
グ
ロ
ー
バ

ル
デ
イ
2
0
2
1
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
本
学
の
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
等
事
業
の
一
環
と
し

て
、
国
際
協
力
・
国
際
交
流
へ
の
興
味

を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、

企
画
か
ら
運
営
ま
で
、
学
生
の
実
行
委

員
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
併
せ
て
、
国
際
的
な
取
り
組
み
に

積
極
的
に
参
加
し
た
学
生
を
表
彰
す
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
の

2
0
2
0
年
度
表
彰
式
や
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
初
の

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
事

前
予
約
制
の
導
入
な
ど
新
し
い
試
み
も

取
り
入
れ
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
事
前
リ

ハ
ー
サ
ル
で
は
感
染
予
防
に
注
意
し
な

が
ら
準
備
を
整
え
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
学
内
外
合
わ
せ

て
約
1
2
0
人
の
方
々
が
参
加
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
と
学
生
ス

タ
ッ
フ
と
の
間
で
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
詳
細
は
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

公
開
し
て
い
ま
す
。

法政グローバルデイ2021

Session2では、学生が企画したワークショップなどを実施。
ワークショップ「グローバルクイズ大会」では、来場者も国際
クイズに挑戦

ワークショップ「グローバル×会話」
では、国際交流を疑似体験

ワークショップ「Play with 
English」。海外からのゲス
ト参加者とゲームやディス
カッションを楽しんだ

Session1では、キャリアデザイン学部で移民研究・多文化社会論を専門とする加藤丈太郎兼任講師とミャンマーロヒンギャ民族出身で、現在は日本
国籍を持つ長谷川留理華氏をゲストに迎え、「難民を身近に感じる」をテーマとしたパネルディスカッションを開催。移民問題について語りあった

グローバル教育センター ウェブサイト

https://www.global.hosei.ac.jp/

 EYE



（
ゴ
ー
ル
）、
具
体
的
な
行
動
方
針
（
タ
ー

ゲ
ッ
ト
）、
進
捗
状
況
を
数
値
化
す
る
た
め

の
基
準
と
目
標
値
（
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
）

を
明
確
に
定
め
て
い
ま
す
。

　
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
毎
年
度
、
ア

ジ
ェ
ン
ダ
の
進
捗
を
確
認
し
、
効
果
を
検
証

し
ま
す
。
そ
の
結
果
は
随
時
、
本
学
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て

い
く
予
定
で
す
。

S
D
G
s
を
原
動
力
と
し
て
　
　
　
　

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
形
成
を
支
援

　
法
政
大
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
学
生
が
主
役

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
定
め
ら

れ
て
い
る
17
の
ゴ
ー
ル
は
、
２
０
３
０
年
を

ひ
と
区
切
り
と
し
た
通
過
点
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
て
、
社
会
的
な
課

題
解
決
に
取
り
組
む
日
々
は
そ
の
先
も
続
き

ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
先
の
世
界
で
力
を
発
揮

す
る
た
め
に
、
学
生
の
う
ち
に
、
自
身
の
可

能
性
や
能
力
を
磨
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
と
し
て
、
３

キ
ャ
ン
パ
ス
に
15
学
部
を
擁
す
る
総
合
大
学

の
強
み
を
生
か
し
、「
法
政
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

サ
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
全
学
部
か
ら
提
供
さ
れ
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
科
目
群
か
ら
選
択
し
て
学
べ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）。
学
部
を

問
わ
ず
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
知
識
を
幅
広
く
会
得
し

た
こ
と
を
大
学
と
し
て
認
定
で
き
る
よ
う
に
、

修
了
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
主
体
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
学
生
組
織
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｈ

（
S
D
G
s 

A
c
t
i
o
n 

S
t
u
d
e
n
t
s 

o
f 

H
O
S
E
I
）
を
大
学
公
認
で
支
援
、

ま
た
、
関
西
大
学
と
の
共
同
企
画
と
し
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
は
外
部
と
の
連
携
が
欠

か
せ
な
い
の
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
形

成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
で
は
、

地
方
自
治
体
、
企
業
、
他
大
学
の
協
力
の
下
、

セ
ミ
ナ
ー
や
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
二
つ
の
地
方

自
治
体
（
下
表
参
照
）と
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
今
現
在
、
全
世
界
が
集
中

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
だ
け
に
、
今
後
の
学

生
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
形
成
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
は
ず
で
す
。
進
路
を
検
討
す
る
に
当
た
っ

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
き
合
う
姿
勢
か
ら
企
業

の
持
続
的
成
長
性
を
推
し
量
る
、
そ
う
し
た

視
点
を
持
つ
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
す

で
に
、
未
来
を
変
革
す
る
種
は
ま
か
れ
て
い

ま
す
。
機
運
を
逃
す
こ
と
な
く
、
そ
の
種
を

育
て
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

法
政
大
学
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
力
に
成

長
す
る
学
生
の
後
押
し
が
で
き
る
よ
う
、
全

学
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

これからの 法 政 大 学と

【 SDGsとは 】

世界的な社会課題の解決に向けて、2015
年9月の国連サミットで採択された17の指標。

「Sustainable Development Goals（持続
可能な開発目標）」の略称。

■ 図2 法政大学SDGs+プロジェクト 2030アジェンダの概要

教育×SDGs
EDUCATION for SDGs

研究×SDGs
RESEARCH & INNOVATION for SDGs

社会貢献×SDGs
SOCIAL CONTRIBUTIONS for SDGs

学生×SDGs
STUDENT ENGAGEMENT for SDGs

パートナーシップ×SDGs
PARTNERSHIP for SDGs

企業 地方
自治体

団体 教育
機関

バックキャスティング※による進捗確認 およびさまざまな施策の見直し

SDGs+プロジェクトのマネジメントの仕組みを整備

法政大学 for SDGs
https://www.hosei.ac.jp/sdgs/

https://www.hosei.ac.jp/application/
files/3516/0645/8143/SDGs_2030_1120.pdf

法政大学SDGs＋
プロジェクト2030アジェンダ

【
法
政
大
学
の
S
D
G
s
】

2
0
1
6
年

●●

「
法
政
大
学
憲
章
」
を
制
定

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
宣
言
」
を

発
表

●● 2
0
1
8
年

「
※

総
長
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
」

を
発
表

※
前
総
長
で
あ
る
田
中
優
子
名
誉

教
授
が
宣
言

「
法
政
大
学 

S
D
G
s+

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
発
足

● 2
0
1
9
年

S
D
Gs
未
来
都
市
と
S
D
Gs

推
進
連
携
協
定
を
締
結

北
海
道
・
下
川
町

岩
手
県
・
陸
前
高
田
市

2
0
2
0
年

「
法
政
大
学 

S
D
G
s+

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト 

2
0
3
0 

ア
ジ
ェ

ン
ダ
」
を
策
定

行
動
の
10
年（
D
e
c
a
d
e 

o
f 
Ac
t
i
on
）に
突
入
し

た
こ
と
を
受
け
て
取
り
組
み

を
さ
ら
に
加
速

●●

※未来の在るべき姿から逆算して、現状すべきことを発見する手法。
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S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
　

持
続
可
能
な
未
来
の
構
築
に
貢
献
す
る

　
法
政
大
学
は
、
社
会
へ
の
約
束
と
し
て
法

政
大
学
憲
章
「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」

を
掲
げ
、「
地
球
社
会
の
課
題
解
決
」「
持
続

可
能
な
未
来
へ
の
貢
献
」
に
務
め
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
国
連
で
採
択
さ
れ
た
２
０
３
０

ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
そ
の
中
に
所
収
さ
れ
て
い
る

S
D
G
s
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
本
学
で
は
２
０
１
８
年
12
月
に

当
時
の
田
中
優
子
総
長
（
現
名
誉
教
授
）
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
「
総
長
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト（
声
明
）」
を
発
表
。
法
政
大

学
な
ら
で
は
の
貢
献
を
加
え
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
意
味
を
込
め
た

「
法
政
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＋
（
プ
ラ
ス
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
学
内
で
も
学
外
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
認
知
度
は
低
く
、
学
生
と
教
職
員
に
向
け

て
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
か
」
を
周
知
し
な
が

ら
地
道
に
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
か
ら
、
世
界
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
の
本
格
化
に
向
け
た
「
行
動
の
10
年

（
D
e
c
a
d
e 

o
f 

A
c
t
i
o
n
）」
に
突
入
。

目
標
達
成
に
向
け
て
一
人
一
人
の
行
動
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
動
き
に
伴
い
、
本
学
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
を
現
実
的
な
行
動
に
結
び
付
け

る
た
め
に
「
法
政
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
行
動
計

画
）」
を
策
定
。
教
職
員
、
学
生
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
に

よ
っ
て
、
進
捗
状
況
や
施
策
の
実
効
性
が
検

証
・
検
討
さ
れ
る
よ
う
、
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
（
図
1
参
照
）。

　
こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
特
徴
は
、
本
学
が
重

点
を
置
く
独
自
目
標
と
指
標
が
明
確
に
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す（
図
２
参
照
）。

　
主
軸
と
な
る
の
は
「
教
育
」
と
「
研
究
」、

「
社
会
貢
献
」、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
興
味
を
持
っ
て

自
発
的
に
行
動
す
る
「
学
生
」
の
支
援
、
そ

し
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S D G s
環境や自然資源の保全、公平な教育、技術革新の拡大――。世界に山積するさまざまな
社会課題の解決に向けて、国連加盟国共通の目標として定められたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）。
法政大学憲章「自由を生き抜く実践知」にて「地球社会の課題解決に務めることが使命」と
明示している本学では、ＳＤＧｓに賛同し、独自の貢献をプラスするという意味を込めて

「法政大学ＳＤＧｓ＋プロジェクト」を発足し、取り組みを加速しています。
その概要について、法政大学ＳＤＧｓ＋プロジェクトリーダーを務める川久保俊教授にお話を伺いました。

1985年長崎県生まれ。慶應義塾
大学理工学部システムデザイン工
学科卒業、同大学院理工学研究
科開放環境科学専攻博士後期
課程修了、博士（工学）。2013年
本学デザイン工学部建築学科助
教に着任、2016年専任講師を経
て、2017年から准教授、2021年よ
り教授、現在に至る。2019年から
本学SDGs＋プロジェクトリーダー。
環境工学の視点から未来のあるべ
き建築・都市像を探求中。文部
科学大臣表彰若手科学者賞、グ
リーン購入大賞・環境大臣賞、
建築学会奨励賞、日本都市計画
学会論文奨励賞、山田一宇賞な
ど多数受賞。

Kawakubo Shun 

自由を生き抜く実践知 法政大学憲章

SDGsへの取り組みに関する
総長ステイトメント

法政大学SDGs+プロジェクト

法政大学SDGs+
プロジェクト 2030アジェンダ

学生・教員・職員の意見を取り入れた法政大学SDGs+
プロジェクトのマネジメントの仕組みを整備

■ 図1 SDGs+プロジェクトをマネジメントする仕組み

法政大学SDGs+プロジェクトリーダー

川久保 俊 
 （デザイン工学部建築学科 教授）
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　法政大学と岩手県陸前高田市は「SDGs推進連携協定」に基
づき、2020年に「SDGsワークショップ」を実施。本ワークショッ
プでは、約3カ月にわたり学生チームと市内の四つの事業者
が一緒になって、SDGsの課題解決に向けた提案を考えました。
　学生にとっては、事業者の方と一緒に取り組む経験を通し
て、社会に貢献するために必要な心構えや思考、行動を学ぶ
貴重な機会となりました。一方、学生が関わることでSDGs
のアイデアが広がり、事業者側が形にすることが難しいと感
じていたことをアクションにつなげて実現できる可能性を見
いだす機会となりました。
　法政大学は、今後も陸前高田市をはじめ、さまざまな自治
体や企業との連携を通じて社会とのつながりを強化し、誰一
人取り残さない社会の構築を進めていきます。

◆村上製材所×チームモッキー
里山復活のため、キャンプ場、自
然体験、森のアートなど「みんな
が行きたくなる山」を考案
◆（有）橋勝商店×チームはしかつ
陸前高田市ならではの循環型農業
体験学習、脱プラパートナーシッ
プ、リボーンベジタブルを提案

◆あすなろホーム×チームあすなろ
伊東文具店と連携したブックカ
フェ、障がい者アートを活用した
ブックカバー製作を提案
◆伊東文具店×チームがんばっぺし
文具交換コーナー、障がい者アー
トを活用したブックカバー、法大
生とコラボした新聞発行を提案

陸前高田市との
SDGsワークショップ

教育×SDGs EDUCATION for SDGs

社会との接続を強化し、誰一人取り残さない社会を構築する。ゴール3

社会貢献×SDGs SOCIAL CONTRIBUTIONS
for SDGs

SDGs人材育成のためのあらゆるプログラムを設置し、 SDGs人材を世界中に輩出する。ゴール1

　法政大学では、SDGsオンライン解説動画を視聴し、SDGsに
関する科目で構成されている「SDGs科目群」から所定の単位
を取得することで「修了証（サティフィケート）」を授与しています。
　2021年4月1日時点で、全学部から計737科目がSDGs科目
群として提供されています。所属する学部の科目だけではな

く、他学部に公開されている科目も多く、幅広
い分野の科目を履修できるのも、このプログラ
ムの大きな特徴の一つです。
　「SDGsとは無関係」という人は、一人もい
ません。法政大学では、「誰一人取り残さな
い」ために、全ての人がSDGs達成に貢献でき
るようになるための人材育成として、このプロ
グラムを用意しています。

SDGsサティフィケート
プログラムとは GIS（グローバル教養学部）

4年

佐藤 絢香さん

SDGsサティフィケート取得
学生の声

「知ること」から始めよう
　SDGsサティフィケートの取得を通して学んだ
ことは、課題解決は一筋縄ではいかないこと。
1ゴールだけの解決を目指すと、どこかに矛盾
が生まれてしまいます。17のゴールが提示され
ているからこそ、多様な方向からアプローチす
る重要性に気付かされ、同時に多くの協力が
必要であることも知りました。
　SDGsにあまり興味がない方でも、まずは
「知ること」から始めてみませんか。学内には、
SDGsを自分の言葉にできるよう、いろいろな
授業が開講されているので、興味のあるもの
を一つでも受講してみることがあなたの扉を開
くきっかけになるかもしれません。

大
規
模
自
然
災
害
発

生
時
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
避
難
生
活
の
デ
ザ

イ
ン
ワ
ー
ク

多様なフィールドワーク科目
2019 年度より、学内外との共同企画で、全学
部全学科の学生が受講できる「課題解決型
フィールドワーク for SDGs」を正課授業（一
部正課外）として開講しています。

・大規模自然災害発生時の大学キャンパスで
の避難生活のデザインワーク
・身体的弱者の視点からグリーンツーリズムお
よび農村民宿の多様性を広げる
・日越大学・法政大学共同ベトナム SDGs
フィールドスタディ

＜これまでの開講実績例＞

法学部政治学科2年

中越 百合子さん

（株）山十 伊東文具店

伊東 亜希子さん

SDGsワークショップを
体験して 事業者からの声

自分たちにできることに気付けた
　始める前は、書店の立場でできることは
SDGs 関連本のコーナーを作るぐらいしか思
い浮かびませんでした。ワークショップを通じて、

「私たちができることはこんなにあるのだ」と気
付くことができました。少しずつ形にしながら、
実現に向けて動き出したいと思います。ワーク

ショップはオンラ
インだけでした
が、学生さんか
ら提案があるた
びにワクワクし
て、楽しかった
です。 陸 前 高
田市にも遊びに
きてください。

自分ごととして捉えられるように
　ワークショップでは、学生が主体的にアイデ
アを出して進めるため、柔軟な発想が求められ
る点に難しさを感じました。手探りの状態でし
たが「障がいのあるなしにかかわらず対等に付
き合えるようになりたい」という事業者さんの
ニーズに応えるため、チームの枠にとらわれず
に色々な方に声をかけることを心掛けました。
その過程で、事業者さんのことを自分ごととし
て捉えられるようになったように感じています。
自分の考えを簡潔に伝えることを目標に、これ
からも取り組んでいきたいと思っています。

学生とのコラボで作成した「伊東文具店だよ
り」。消費者の目線からエコ文具などを紹介し
ている。陸前高田市の伊東文具店で配布。

〈学生が提案したSDGsプラン〉

SDGs サティフィケー
トプログラム修了証

2021年3月12日開催 SDGs ワークショップ最
終報告会

パートナーシップ ×SDGs
PARTNERSHIP for   SDGs

「法政大学 SDGs+プロジェクト2030アジェン ダ」では、法政大学 SDGs+プロジェクト
独自のゴールを設定し、各ゴールはパートナー シップでの目標達成を目指しています。
6～7ページでは、教育、研究、社会貢献、 学生のゴールについてそれぞれ取り組ん
できた具体的な事柄を取り上げています。
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SASH所属
法学部国際政治学科 2年

森 響子さん

研究成果は学内外に広く発信
　研究開発により得られた成果を社会に発信・
還元することは、SDGs の推進の上でも非常
に重要だと考えています。研究成果の発信の
例としては、「法政科学技術フォーラム」や「理
系学部研究室ガイド」などが挙げられます。

研究×SDGs RESEARCH & INNOVATION for SDGs

SASHの活動関西大学×法政大学
SDGsアクションプランコンテスト※

※ SDGs アクションプランコンテスト：
「持続可能な社会」について主体的に考え、SDGs 実現に向けての具体
的な提案を行う学生を顕彰することを目的としたコンテスト。連携協定を結
ぶ関西大学との共催で実施している。

SDGsアクションプランコンテストに
参加してみて

社会をつくる意識を共有
　「ベトナム・フエに暮らす約 3万人の障害者
が生産する竹かご」と「廃棄予定の越前和紙

（日本三大和紙の一つ）」を組み合わせること
を提案しました。新型コロナウイルス感染症の
影響を受け、障害のある彼らが十分な収入を
確保する就労機会はさらに減りました。最終的
に、付加価値を付けたアップサイクルでの竹
かご生産の提案が採択されましたが、現地で
は今も厳しい状況が続いています。私たちの
チャレンジは今後も続きます。
　SDGs アクションプランコンテスト
は、私たち学生がより良い社会をつ
くっていくという意識を共有する場
となりました。ぜひ、後輩にも積極
的にこういった活動に参加していっ
てほしいと思います。（RSチルドレ
ン所属 現代福祉学部福祉コミュニ
ティ学科 4年 平井 喬）

学生があらゆる場所で活躍できるフィールドを提供する。ゴール4

学生×SDGs STUDENT ENGAGEMENT
for SDGs

SDGs達成に貢献する研究を推進し、社会に発信する。ゴール2

　例えば、機械工学科では「PBL（Project Based 
Learning）」という授業科目でSDGsを取り上げて、
社会や世界が直面する課題の解決を意識付け、

『学生自ら社会や身の回りの課題を議論・調査・
発見し、課題設定する。その課題の解決策を考え、
そのアイデアを実行により具現化する』という具
体的な研究開発活動を段階的に実施しています。
　これらの研究活動は、SDGsの課題解決に貢献
するだけでなく、学生の主体性、自発性や自律的
に学ぶ力を強力に育成し、他者や社会への貢献心、
コミュニケーション能力、自ら考える力をも育み
ます。さらに、SDGsへの貢献を目指す企業や他
研究機関との共同研究にもつながっています。

幅を少しずつ広げています。
　活動を通じて、多くの人たちに知ってもらうこ
との大切さ、さまざまな人たちとつながることの
楽しさ、やりがいを感じることができました。
SDGsが抱える問題は、すぐには解決できません
が、一人一人に社会を良くする力があり、一人一
人の努力で社会は良くなってきています。みんな
がSDGsに主体的に取り組めるように、これから
も活動していきたいと思います。

　SDGs（Sustainable Development Goals、持
続可能な開発目標）という名称からも分かるよう
に、SDGsの達成には研究・開発が欠かせません。
そのため、法政大学における文系・理系の研究活
動では、以前からSDGsに挙げられるような課題
の解決を目指す研究が数多く実施されてきました。

　特に理系学部では、卒
業研究や修士課程、博士
課程の研究において環境
問題やエネルギー問題に
取り組むなど、SDGsの
解決に直結する研究開発
が殆どを占めています。

　私たちSASH（SDGs 
Action Students of HOSEI、
サッシュ）は、SDGs達成
のための活動を行っている
大学公認の学生組織です。
これまで、アパレル産業が
抱える環境や人権問題、生
理など、さまざまなテーマ
についてのオンライン勉強
会を開催する他、関西大学の学生との合同チーム
KLASH（クラッシュ）を発足するなど、活動の

SDGsと研究の関わり
理工学部機械工学科

吉田 一朗教授

SDGs アクションプランコンテストで最優
秀賞を受賞した「RS チルドレン」

RS チルドレン活動の様子

SASHプログラムポスター

SDGs への貢献を目指す研究活
動の実践例： PBL（左）と国際会
議論文の例（右）

高大連携企画「MEAT FREE MONDAY」の様子

理系学部研究室ガイド

パートナーシップ ×SDGs
PARTNERSHIP for   SDGs

「法政大学 SDGs+プロジェクト2030アジェン ダ」では、法政大学 SDGs+プロジェクト
独自のゴールを設定し、各ゴールはパートナー シップでの目標達成を目指しています。
6～7ページでは、教育、研究、社会貢献、 学生のゴールについてそれぞれ取り組ん
できた具体的な事柄を取り上げています。
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本学大学院に在籍または修了された4人の先輩から、
大学院に進学するに当たっての思いや大学院での体験を話してもらいました。

学や就職といった人生の重大な岐路に立った時、心身の
バランスを崩してしまう知人が多かったことが、大学院で

青年期の進路選択に関わる研究をしたいと考えたきっかけでした。
また、学内進学者には入学金の免除制度があり、そちらも本専攻
への進学を決意したポイントでした。
　臨床心理学専攻では、修士課程1年次から学部生を対象とした
カウンセリングや各種心理検査の練習などを行い、専門的知識を
会得していくことが可能です。2年次には多摩キャンパス内の臨床
心理相談室や外部医療機関に伺い、実際にクライアントの方と接
しながら実践的な学びを深めていきます。
　加えて、全体的にアットホームで温かい雰囲気があり、疑問が生
じた際には学派や研究室を越えて多様な分野に精通した先生方か
らご指導いただける点も、本専攻の大きな魅力だと感じています。
　ぜひ緑豊かな多摩キャンパスで、同じ道を志す仲間と共に臨床
心理学の学びを深めていきましょう。

人間社会研究科臨床心理学専攻 修士2年

永島 瑠奈
現代福祉学部臨床心理学科 卒業

学部から大学院の研究科へと進学を望む学生向けに「学内者向け入試」「学内推薦」など、
一般の受験者とは別枠の優遇入試制度を設けている研究科もあります（11ページ右欄参照）。
詳細は各大学院の窓口までお問い合わせください。

部在学中に休学して仕事に就くなど、一般的とは言えない
キャリアを経た大学生活を通して、さまざまな経験を積む

ことができました。復学した後、そのまま大学院へ進学することを
決めました。
　学部生の時からご指導いただいている木村光宏教授にはとても
お世話になりました。新しい課題に取り組む姿勢や、多方面に興
味を持つことの重要性など、ご指導いただいたことは業務にも自身
の考え方にも生きています。
　本学大学院は、論文や書籍を自由に閲覧できる他、奨学金制
度や研究室ごとの費用の割当など、研究をサポートする仕組みが
充実しています。また、ERP（English Reinforcement Program＝
英語強化プログラム）など、グローバルに活躍するためのサポート
も充実しているので、私にとっては、望みを叶える最良の選択肢で
した。
　皆さんも、ご自身の可能性を広げ、経験を積むチャンスとして大
学院への進学を検討してみてはいかがでしょうか。

理工学研究科システム理工学専攻 修士1年

佐藤 利鷹理
理工学部経営システム工学科 卒業

会人を30年経験してから大学院に入学しました。中小企業
診断士の資格取得と卒業後、独立診断士として活動でき

るように、体系的な経営学と実際の経営を学ぶことが目的でした。
　専攻したイノベーション・マネジメント研究科MBA特別プログラ
ム（中小企業診断士養成課程）は、1年間で卒業する特殊なコー
スです。同じ目的を持った中小企業診断士を目指す同級生と講義、
議論、実習、研究を毎日行い、大変有意義な時間を過ごすことが
できました。在学中に研究した修士論文は優秀賞を受賞し、自分
自身にとって大きな自信となりました。
  卒業後は中小企業診断士として独立して事業を行っています。初
めての独立は多少不安でしたが、先生方のアドバイスや卒業生のつ
ながりにより、無事にスタートをすることができました。新しい人
間関係を築けることは大学院の大きなメリットであると思います。
  大学院はさまざまな年代とキャリアを持った同級生と一緒に勉強
します。この経験は自らの視野を広げ、新たなことにチャレンジす
るきっかけになると考えます。

イノベーション・マネジメント研究科
イノベーション・マネジメント専攻 （1年制）修了

新家 彰

士課程への進学を決めた理由は、将来学芸員として活躍
するために、より専門的な知識と経験を積みたいと考えた

からです。学部生の頃からお世話になっている教授に引き続き指導
いただけること、学内進学者には入学金の免除制度があることか
ら法政大学大学院に進学しました。
　人文科学研究科史学専攻は社会人学生も多く、授業は夕方から
夜にかけての時間が中心でした。そのため昼間は博物館でアルバ
イトをしたり、研究を進めたりと効率よく時間を使い、さまざまな
経験を積むことができたように思います。在学中は、史学専攻に
設置されている「アーキビスト養成プログラム」（記録管理の専門
家を養成するプログラム）を受講し、歴史学以外の専門知識を深
めることもできました。
　こうした経験から、現在は見習いアーキビストとして企業や学校、
病院などを対象に、さまざまな業種の資料整理や資料管理、活用
の提案などを手掛ける仕事をしています。大学院での学びや経験
は、将来の自分を形づくる大切な財産であると考えています。

人文科学研究科史学専攻 修士課程修了

小野 清楓
文学部史学科 卒業

進学相談会などの情報について
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本
学
は
大
学
院
を
有
し
、さ
ら
に
学
び
を
深
め
た
い
人
へ
の
教
育
指
導
や
研
究
支
援
、

就
職
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

大
学
院
で
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
内
容
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
、

進
学
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

研
究
で
得
た
力
を
社
会
へ

　
私
た
ち
は
今
、
モ
ノ
で
は
な
く
、
知
識
を
集

約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
複
雑
で
高
度
化
さ
れ
た

社
会
的
課
題
を
解
決
す
る「
知
識
集
約
型
社
会
」

を
生
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
と
り

わ
け
重
要
と
さ
れ
る
課
題
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
観
点
で
い
え
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
の
達
成
が
挙
げ
ら
れ
、
国
内
に
目

を
向
け
れ
ば
、
少
子
高
齢
化
、
地
方
創
生
な
ど

へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
問
題
を
構
成
す
る
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合

い
、
一
つ
の
知
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
社
会
を
取
り
巻
く
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す

る
存
在
と
し
て
、「
知
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
知
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
は
、
高
度
な
専
門
的
知

識
と
倫
理
観
を
備
え
、
新
た
な
知
と
価
値
を
創

造
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
存
在
を
指

し
、
大
学
院
の
教
育
課
程
で
養
成
さ
れ
る
べ
き

人
物
像
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
平

成
27
年
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分

科
会
答
申
「
未
来
を
牽
引
す
る
大
学
院
教
育
改

革
」）。

　
理
系
は
除
き
ま
す
が
、
永
ら
く
日
本
で
は
学

生
は
学
部
を
卒
業
す
る
と
、
そ
の
ま
ま
就
職
す

る
慣
行
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
大
学
院
は
研
究

者
を
目
指
す
た
め
の
機
関
と
見
な
さ
れ
て
き
た

の
で
す
。
し
か
し
、
海
外
で
は
、
修
士
・
博
士

の
学
位
を
持
つ
人
が
、
官
界
で
も
産
業
界
で
も

指
導
的
な
地
位
に
就
く
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
大
学
院
の
修
了
者
が
、
研
究
を
通

じ
て
高
い
思
考
力
と
粘
り
強
い
対
応
力
を
身
に

付
け
た
人
物
と
し
て
、
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
そ
の
意
味
で
日
本
は
は
る
か
に

遅
れ
て
い
ま
す
。で
す
が
、「
知
識
集
約
型
社
会
」

の
中
に
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
で
も
大
学

院
修
了
者
が
社
会
を
主
導
す
る
存
在
に
な
っ
て

ゆ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
学
大
学
院
に
は
15
研
究
科
、
31
専
攻
、
３

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に

専
門
職
大
学
院
に
は
2
研
究
科
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
学
部
時
代
の
学
び
を
深
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
他
研
究
科
や
専
攻

の
科
目
の
履
修
を
通
じ
て
、
総
合
的
な
知
を
養

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
際
日
本
学
イ

ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
や
公
共
政
策
研
究
科
の
よ

う
に
学
際
性
の
強
い
コ
ー
ス
や
、
総
合
理
工
学

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
の
よ
う

に
英
語
に
よ
る
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
大
学
院
で
は
学
部
時
代
よ
り
も
濃
い
密
度
で
、

教
員
と
と
も
に
最
先
端
の
研
究
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
従
来
の
研
究
が
明

ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
問
題
を
皆
さ
ん
自
身
の

手
で
解
明
し
、
社
会
や
学
界
へ
投
げ
か
け
て
ゆ

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
研
究
の
世
界
で
体
験
し

た
喜
び
を
力
に
換
え
、
皆
さ
ん
も
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
場
所
で
活
躍
す
る
「
知
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
」
と
な
り
ま
せ
ん
か
。

1968年生まれ。1990年慶應義
塾大学文学部卒業、1995年同
大学院文学研究科後期博士課
程単位取得退学。博士（文学）。
1998年法政大学文学部専任講
師、2009年教授。2017年文学
部長（2021年3月まで）。2021年
より常務理事、副学長。専攻
は日本中世文学。著書に『太
平記・梅松論の研究』（汲古
書院、2005年）、『増補太平記
と古活字版の時代』（新典社、
2018年）ほか。

法政大学常務理事・副学長
（大学院担当）
文学部教授

Koakimoto Dan
小秋元 段

最先端の分野がそろう多彩な知の空間

授業のほとんどは少人数のゼ
ミ形式で、自分の研究課題に
適した指導教授について論文
指導を受けられます。

第一線で活躍する
教授陣による少人数教育

15 研究科、31専攻、3インスティ
テュートを設置しています。

（専門職大学院は2研究科）

多様な研究科を
設置

教育の
グローバル化を推進

国際的な教育・研究水準の向
上を目指し、グローバルな舞
台に積極的に挑戦し活躍でき
る人材の育成を図っています。

HOSEI 2021.6·7｜08



【大学院】 https://www.hosei.ac.jp/gs/
［市ケ谷キャンパス］
人文科学研究科、国際文化研究科、経済学研究科、
法学研究科、政治学研究科、社会学研究科、経営
学研究科、公共政策研究科、キャリアデザイン学
研究科、連帯社会インスティテュート
●大学院事務部 大学院課
TEL: 03-5228-0551　E-mail: i.hgs@ml.hosei.ac.jp

政策創造研究科
●大学院事務部 大学院課 政策創造研究科担当
TEL: 03-3264-6630　E-mail: rpd-j@hosei.ac.jp

デザイン工学研究科
●大学院事務部 大学院課 デザイン工学研究科担当
TEL: 03-5228-1429　E-mail: jsd@hosei.ac.jp

【専門職大学院】　
 https://www.hosei.ac.jp/kyoiku_kenkyu/senmon/index.html
法務研究科
●大学院事務部 専門職大学院課 法科大学院担当
TEL: 03-3264-9039

イノベーション・マネジメント研究科
●大学院事務部 専門職大学院課 
イノベーション・マネジメント専攻担当
TEL: 03-3264-4341

［多摩キャンパス］
人間社会研究科
●多摩事務部 大学院課 人間社会研究科担当
TEL: 042-783-4047　E-mail: fukushi@hosei.ac.jp

スポーツ健康学研究科
●多摩事務部 大学院課 スポーツ健康学研究科担当
TEL: 042-783-3003　E-mail: sports@hosei.ac.jp

［小金井キャンパス］
情報科学研究科、理工学研究科、総合理工学イン
スティテュート（IIST）
●小金井事務部 大学院課
TEL: 042-387-6014　E-mail: hge@hosei.ac.jp

分野 研究科名 専攻名 概要 学内者向け入試・
学内推薦

人
文
科
学
分
野

人文科学研究科

哲学専攻 古代ギリシャ哲学、近代ヨーロッパ哲学、現代哲学、論理学などにより、西洋哲学を中心に教育研究を進めています。

日本文学専攻 古代から近代まで各時代の文学、言語、芸能を探究。文芸批評、中国・沖縄文学などの関連科目を幅広く配置しています。

英文学専攻 英米文学、演劇、英語学、言語科学などの専門教育を行います。学内または提携大学院の豊富な科目も選択できます。 ○

史学専攻 日本・東洋・西洋史の3分野の広範な授業を開講。伝統的な研究方法を重んじながら、最前線の研究成果も取り入れています。

地理学専攻 自然地理と人文地理の2本柱で、幅広く複合的な領域をカバーします。どちらかに重心を置きつつ、個別の研究を進めます。 ○

心理学専攻 知覚・睡眠・発達・発達臨床・言語・教育・行動分析・犯罪・社会・記憶・学習・音声学といった多様な領域を指導します。 ○

国際日本学インスティテュート 人文科学研究科を横断する形で設置・運営され、専攻にとらわれない多彩な授業が展開されています。

国際文化研究科 国際文化専攻 文化の「国際性」と「情報性」を研究し、インターカルチュラル・コミュニケーションを探究します。 ○

社
会
科
学
分
野

経済学研究科 経済学専攻 経済学、統計学、経済史などの基本科目から経済地理や社会政策など幅広く選択でき、上級レベルの経済理論（ミ
クロ・マクロ）も開講しています。 ○

法学研究科 法律学専攻 現代社会の多様な問題を法的に分析し、法的な思考過程を経て最善の解答を生み出す能力を養成します。 ○

政治学研究科
政治学専攻 オーソドックスな政治学から、都市政策、フェミニズムやジェンダー論など新領域の独創的な科目まで幅広く解説します。 ○

国際政治学専攻 時代の要請に応える、世界政治、国際開発、地球環境、平和構築、人間の安全保障などの諸分野の研究教育が充実しています。 ○

社会学研究科 社会学専攻 日本だけでなく、世界で問われている21世紀の社会的課題を認識し解明するために、「人間論的関心を柱にした社
会問題の社会学」を中心に、隣接する諸科目を配して研究活動を行います。 ○

経営学研究科 経営学専攻 経営の基礎から応用までの理論的なアプローチに加え、現実の企業活動や社会現象を実証的に分析するためのさ
まざまな手法が学べます。 ○

人間社会研究科

福祉社会専攻 「福祉」や「まちづくり」に関する高度職業人（ソーシャルワーカー、政策立案者など）、研究者の養成を目的としています。 ○

臨床心理学専攻 心理臨床の分野で活躍する高度職業人（公認心理師、臨床心理士）と、臨床心理学の実践と科学に関わる研究者
の養成を目的としています。 ○

人間福祉専攻 次代の人間福祉を総合的に実現するための理論的かつ実践的研究者を養成することを目的としています。

政策創造研究科 政策創造専攻 豊かで持続可能な地域社会を実現する革新的な政策を研究・デザインし、それらを実現できる人材を育成します。

公共政策研究科
公共政策学専攻 グローバル化・知識基盤社会、人口減少社会における総合的な政策提言能力を身に付けた高度職業人、研究者を養成します。

サステイナビリティ学専攻 持続可能な循環型社会の構築に貢献できる人材を養成します。

キャリアデザイン学研究科 キャリアデザイン学専攻 最先端のキャリアデザイン学分野を体系的に学べる日本で初めての研究科です。

連帯社会インスティテュート 連帯社会インスティテュート 新しい地域社会や国づくりの発展に貢献できる「新しい公共」の担い手を養成します。

スポーツ健康学研究科 スポーツ健康学専攻 人文社会科学から自然科学まで、多面的なスポーツ・健康について教育研究を進めています。 ○

自
然
科
学
分
野

情報科学研究科 情報科学専攻 ITを通じ、情報化社会、知識社会と呼ばれる、これからの新しい時代を築く人材を養成します。 ○

デザイン工学
研究科

建築学専攻 建築に関わる7つの項目の素養や能力を養い、建築と都市に関わる専門職業人、教育・指導者、研究者を養成します。 ○

都市環境デザイン工学専攻 社会基盤などを設計・建設・整備する手法を習得し、環境を保全・再生していくことのできる技術者を養成します。 ○

システムデザイン専攻 さまざまな側面から総合的にユーザビリティを追究。複雑な社会に存在する諸問題に対応できる技術者や研究者を育成します。 ○

理工学研究科

機械工学専攻 材料力学、熱力学、水力学などの専門科目や、機能性材料、宇宙工学、環境エネルギー工学など先端的な研究指導を行います。 ○

電気電子工学専攻 電気電子工学分野に重点を置き、最新設備を利用しながら現代の科学技術を支える先端技術の基礎から応用まで研究します。 ○

応用情報工学専攻 ICT、クラウド、ユビキタスネットワークなど高度情報化社会を支える実用的かつ高度な最先端システムを研究分野にしています。 ○

システム理工学専攻 創生科学系 理工学の基幹をなす物理科学、情報学の社会基盤である知能科学、融合領域の人間科学について研究を行います。 ○

システム理工学専攻 経営システム系 数理、人間を要素として、これらをつなぎ、付加価値の高いシステム構築法を研究します。 ○

応用化学専攻 幅広い産業界において化学の専門的な知識を生かして、持続的社会構築に貢献できる人材養成を行います。 ○

生命機能学専攻 生命機能学と植物医科学の2つの領域、ゲノム、タンパク質、細胞、生命システム、基盤植物医科、実践植物医
科の6分野について研究します。 ○

総合理工学インスティテュート 総合理工学インスティテュート（IIST） グローバル社会において総合理工学分野のリーダーとして活躍することができる人材を養成します。

研究科名 専攻名 概要

法務研究科〈法科大学院〉 法務専攻 現代社会に生じる多様な法律問題に対して適正かつ迅速に対応できる、創造的応用力を備えた市民のための法曹を養成します。

イノベーション・マネジメント研究科 イノベーション・マネジメント専攻 基礎・専門・応用に分かれた高密度カリキュラムと、実践力を備え、革新を起こすことができるビジネスのプロフェッショナルを育てます。

専門職大学院

大学院
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・模擬面接会
・学内企業説明会、学内で実施される選考会 
・OB・OG、社会人との交流
・他大学合同模擬グループディスカッション

【キャリアセンターの主なサポートプログラム】

本学の大学院では、キャリアセンターを中心に、きめ細かいサポートを積極的に展開しています。
学生が持っている資質と能力を最大限に引き出せるように、日常的な就職相談はもちろんのこと、さまざまなかたちで就職活動を支援する企画・
イベントを用意しています。

理系
就職内定者業種別割合（※）

文系
就職内定者業種別割合（※）

情報通信・
マスコミ
17.4％

情報通信・
マスコミ
18.7%

サービス
6.7％

製造
43.1%

建設・不動産
16.8％

サービス
11.0%

卸・小売
9.8％

進学
13.9%

医療・福祉
9.1％

運輸・公益
1.9%

金融・保険
2.2％

製造
4.3％

公務・法務
5.8%

その他
5.3%

建設・不動
産 3.4%

公務・法務
2.4％

医療・福祉
0.4%

その他
1.2％

教育
2.4％

進学
3.1%

卸・小売
2.2%

金融・保険
1.2%

運輸・公益
3.1%

過去4年間で見ると半数弱が製造業に就職。主に研究職や
開発職などの専門職において、理系ならではの高度な専門
知識・技術を発揮しています。

理系進路情報

教育をはじめ、サービス、製造、公務員、情報通信・マス
コミなど、進路・就職先業種は多種多様。各業界の有名企
業で活躍する修了生も数多く見られます。社会人学生の多
い本学大学院には、さまざまな環境や分野で経験を積んだ
方々が集まり、お互いの知識や情報、意見を交換し合うこ
とで、より高い専門性と広い視野を養っています。

文系進路情報

【就職】■就職内定の傾向（過去4年間／2016～2019年度）

※2016～2019年度を合算

授業料等は第一期（春学期）（4月末日まで）・第二期（秋学期）（9月末日まで）の2回に分けて納入していただくことになります。ただし、1年次（初年度）の第一期分は、入学手続き時に納入していただくことになります。
※上記のほかに専攻によって2,000 ～ 4,000円程度の諸費用が必要です。 
※年間休学在籍料100,000 円。ただし春学期、秋学期休学については半分（2 分の1 ）とします。
※自校とは、本学の学部卒業者または大学院修了者を指し、他校とはその他の者を指します。
※経済学研究科修士1 年制コースの授業料は860,000円。入学金、教育充実費は上表のとおりとします。
※総合理工学インスティテュート（IIST）の授業料は880,000円（修士課程）、600,000円（博士後期課程）、入学金は200,000円（修士・博士後期課程）、教育充実費は100,000円（修士・博士後期課程）、実験実習費は80,000円（修士・
　博士後期課程。生命機能学専攻植物医科学領域のみ140,000円）とします。
※スポーツ健康学研究科のみ授業料には昼食代が含まれています。

学費
①入学金
②授業料

本学出身者は無料（政策創造研究科 修士課程は除く）。
各種助成金・奨学金制度を用意しています（下記参照）。

単位：円

学費一覧（年額）
（2022年度予定）

人文科学・国際文化・経済学・法学・政治学・
社会学・経営学・人間社会・公共政策・

キャリアデザイン学研究科・連帯社会インスティテュート

スポーツ健康学
研究科

情報科学・デザイン工学・
理工学研究科・IIST 政策創造研究科

入学金

授業料

教育充実費

自校

他校

−

200,000 

400,000 

60,000 

−

博士後期

−

200,000 

644,800 

100,000 

100,000

修士

−

200,000 

470,000 

100,000 

100,000

博士後期

−

200,000 

770,000

100,000 

修士

−

200,000 

600,000 

100,000 

博士後期

135,000 

270,000 

750,000 

135,000 

−

修士

−

270,000

750,000

135,000

−

博士後期

実験実習費

修士

−

200,000 

570,000

80,000

心理学専攻
臨床心理学専攻

50,000 
生命機能学専攻 植物医科学領域のみ

160,000 

100,000

名称 対象者（応募資格） 給付額

法政大学100 周年記念大学院修士課程奨学金 修士課程在学生（標準修業年限内） 200,000円

法政大学大学院博士後期課程研究助成金 博士後期課程在学生（標準修業年限内） 文系研究科 320,000円 理系研究科 480,000円

法政大学大学院海外留学補助金
※政治学研究科国際政治学専攻特別海外留学奨学金を統合して拡充

修士課程・博士後期課程在学生

留学した大学等において履修した科目のうち、専攻
が適当と認めたものは、本学大学院の課程修了に
必要な単位・科目として認定。

法政大学大学院学生論文掲載料補助 上限200,000円

法政大学大学院学会等発表補助金 国内 上限30,000円 国外 上限100,000円

法政大学大学院諸外国語による論文等校閲補助 上限100,000円

法政大学大学院学生研究補助金 各専攻の学生研究に要する書籍、消耗品、印刷費等
の費用を補助。

法政大学大学院現地調査実施費用補助（国内・国外） 修士課程・博士後期課程在学生
（市ケ谷、多摩キャンパスの研究科） 国内 上限30,000円 国外 上限70,000円

法政大学大学院優秀博士論文出版助成金 博士後期課程修了生（修了後5年以内） 上限1,000,000円

※在学生について、休学者等は除く。詳細は、入学後、募集要項でご確認ください。
※その他、学外奨励金制度として、日本学生支援機構奨学金、地方公共団体・民間奨学財団奨学金などもあります。

大学院生の修学に対して、経済的な支援を目的とした制度を設けています。
修学支援、留学・研究奨励制度

教育
14.6%

HOSEI 2021.6·7｜10
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よ
う
に
な
り
、
特
に
民
宿
は
12
〜
２
月
の
農

閑
期
の
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
と
し
て
、
既
存
の
概
念
に
縛

ら
れ
ず
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
た
い
。
就

農
し
て
知
っ
た
面
白
さ
や
や
り
が
い
を
広
く

発
信
し
て
、
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
プ
ラ

ス
の
方
向
に
変
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
も
、
毎
年
必
ず
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

と
決
め
、
そ
れ
を
実
行
し
続
け
て
い
ま
す
。

法
政
の
４
年
間
で		

	
	

大
き
く
広
が
っ
た
視
野

　
高
校
生
の
時
に
１
年
間
カ
ナ
ダ
留
学
を
経

験
し
、
よ
り
多
く
の
人
と
交
流
で
き
る
環
境

で
自
分
を
磨
き
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、

「
ス
タ
デ
ィ
・
ア
ブ
ロ
ー
ド
（
Ｓ
Ａ
）」
を
必

修
と
す
る
新
設
の
国
際
文
化
学
部
に
入
学
し

ま
し
た
。

　
山
根
恵
子
教
授
の
ゼ
ミ
で
は
、
卒
業
制
作

と
し
て
、
異
文
化
交
流
を
テ
ー
マ
に
日
本
の

文
化
を
紹
介
す
る
映
像
を
全
員
で
ま
と
め
ま

し
た
。
Ｓ
Ａ
の
留
学
地
ド
イ
ツ
で
い
ろ
い
ろ

な
国
の
学
生
と
交
流
し
た
こ
と
、
ゼ
ミ
で
の

映
像
制
作
の
経
験
は
今
、
海
外
か
ら
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
農
場
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
制
作
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
法
政
に
は
全
国
各
地
か
ら
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

や
考
え
方
の
異
な
る
学
生
が
集
ま
っ
て
く
る

の
で
、
視
野
を
広
げ
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
す

る
に
は
格
好
の
場
で
し
た
。
同
期
の
仲
間
は

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
飛
び
立
っ
て
い
て
、
活

躍
し
て
い
る
様
子
を
見
聞
き
す
る
た
び
に
刺

激
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て	

	

北
海
道
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
決
意

　
就
職
活
動
を
進
め
る
中
で
人
材
系
の
仕
事

に
興
味
を
持
ち
、
就
職
氷
河
期
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ス
ピ
ー
ド
上
場
を
果
た
し
た
勢
い

の
あ
る
会
社
に
入
社
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
３
年
目
に
は
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
任
さ
れ
、
毎
日
朝
７
時
前
に
家
を
出
て
夜

中
に
帰
宅
す
る
と
い
う
日
々
が
続
く
う
ち
に
、

将
来
に
つ
い
て
漠
然
と
し
た
不
安
を
覚
え
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
仕
事
は
面
白
い
し
、

や
り
が
い
も
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
環
境
で
は

自
分
の
目
指
す
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

実
現
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。

　
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
高
校
生
ま
で
暮
ら

し
て
い
た
北
海
道
の
広
大
な
自
然
と
、
そ
こ

で
体
を
動
か
す
楽
し
さ
で
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
、
北
海
道
に
戻
る
な
ら
定
年
前
後
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
農
業
に
将
来
性
や
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
U

タ
ー
ン
で
の
新
規
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
北
見
市
で
１
年
間
農
業
研
修
を
受
け
、
自

分
で
農
場
を
経
営
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
運
良
く
、
第
三
者
へ
の
経

営
譲
渡
を
考
え
て
い
た
方
に
巡
り
会
え
、
そ

の
農
場
で
２
年
間
の
研
修
を
受
け
て
、
農
地

と
機
械
、
施
設
、
住
宅
を
譲
り
受
け
ま
し
た
。

先
代
の
経
営
者
か
ら
は
、
農
業
指
導
は
も
ち

ろ
ん
、
天
候
の
変
化
の
前
兆
や
近
所
付
き
合

い
の
コ
ツ
ま
で
伝
授
い
た
だ
け
、
幸
先
の
良

い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
力
で
取
り
組
め
ば	

	
	

必
ず
何
か
に
つ
な
が
る

　
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

い
か
に
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
、
効

率
よ
く
最
短
距
離
で
ゴ
ー
ル
に
到
達
す
る
か
。

そ
う
い
う
考
え
方
や
動
き
方
は
、
会
社
員
で

も
農
家
で
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
日
々
の
仕
事
が
単
な
る
「
作
業
」
に

終
わ
ら
な
い
よ
う
、
そ
れ
が
何
に
つ
な
が
る

の
か
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
農
業
体
験
、
農
家
民
宿
、

企
業
研
修
な
ど
で
、
え
づ
ら
フ
ァ
ー
ム
を
訪

れ
る
人
は
年
間
の
べ
６
０
０
人
（
白
滝
地
区

の
人
口
に
相
当
）
に
上
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
元
の
人
い
わ
く
「
何
も
な
い
」
こ
の
地
域

や
農
業
に
人
を
引
き
付
け
る
魅
力
が
あ
る
証

し
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
国
内
外
の
多
様
な

人
と
交
わ
り
、
新
し
い
知
識
や
発
想
に
触
れ

ら
れ
る
こ
と
は
、
私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
原
動
力
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
や
り
た
い
こ
と
が
な
い
の
を
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
に
感
じ
て
い
る
学
生
も
少
な
く
な
い
で

し
ょ
う
。
実
は
私
も
そ
う
で
し
た
。
ど
う
い

う
会
社
や
仕
事
で
あ
れ
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
最
大
限
実
行
し
て
い
け
ば
、
そ
れ
は
必

ず
何
か
に
つ
な
が
る
。
会
社
員
か
ら
農
家
に

転
身
し
た
今
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
面
接
や
企

業
研
修
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
そ
れ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
の
新
し
い
挑
戦
は
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
、
一
組
限
定
の
体

験
型
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
。
こ
の
え
づ
ら

フ
ァ
ー
ム
を
、
次
世
代
の
人
に
受
け
継
い
で

も
ら
え
る
存
在
に
育
て
上
げ
、
農
業
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
少
子
高
齢
化
に
直
面
し
て

い
る
こ
の
地
域
の
活
性
化
に
多
少
な
り
と
も

貢
献
で
き
れ
ば
何
よ
り
で
す
。

G
rad

uate Interview

大学4年次に訪れたイタリアのベネチア

えづらファームの詳細：https://www.ezurafarm.com/

Ezura Akito

1979年和歌山県生まれ、
北海道育ち。1999年、1期
生として国際文化学部に入
学。2003年に卒業後、人
材紹介会社に入社し、企画
営業を担当。2009年に北
海道へ移住し、農業研修を
経て、2012年4月、紋別郡
遠軽町白滝地区に「えづら
ファーム」をオープン。
2017年、第12回HAL農業
賞「チャレンジ賞」を受賞。

海外から農業体験やボランティアでえづらファーム
を訪れる人は、年間200人を数える。左端が江面さん。
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農
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
た
め	

	

毎
年
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
東
京
ド
ー
ム
９
個
分
の
広
さ
の
農
場
で
、

畑
作
３
品
と
呼
ば
れ
る
小
麦
、
じ
ゃ
が
い
も
、

て
ん
菜
（
ビ
ー
ト
）
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

植
え
付
け
も
収
穫
も
作
業
の
大
半
は
ト
ラ
ク

タ
ー
で
行
う
の
で
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い

る
ほ
ど
の
「
力
仕
事
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
、
５
月
の
植
え
付
け
や
９
〜
10
月
の
収

穫
は
時
間
と
の
戦
い
で
、
毎
年
、
そ
の
時
期

は
同
時
に
５
人
ほ
ど
の
住
み
込
み
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
を
借
り
て
乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
が
相
手
で
す
か
ら
、
台
風
で
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
が
全
部
倒
さ
れ
た
り
、
豪
雨
で

じ
ゃ
が
い
も
が
畑
ご
と
流
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
畑
作
以
外
に
も
柱
と
な

る
事
業
を
持
ち
、
複
合
的
に
経
営
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

農
家
民
宿
に
加
え
て
企
業
研
修
も
展
開
す
る

農業の面白さや可能性を発信し、
農場とこの地域を次世代へつなげたい
えづらファーム 代表

江面 暁人さん

29歳で脱サラをして北海道へ渡り、42ヘクタールもの広大な農地で畑作をしながら、農家民宿
なども運営している江面暁人さん。会社員の仕事も農家の仕事も、トライ&エラーの繰り返しで、
考え方や進め方はまったく同じだと言います。

このページでは、法政大学憲章の 
「自由を生き抜く実践知」を体現してい
る本学の卒業生を紹介していきます。
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況
を
、
1
台
の
車
が
区
画
間
を
移
動
し
た
か
ど

う
か
が
分
か
る
程
度
の
と
び
と
び
の
時
刻
で
観

測
し
ま
す
。
そ
し
て
車
は
、
直
前
の
区
画
が
空

い
て
い
れ
ば
次
の
時
刻
に
そ
こ
へ
進
み
、
空
い

て
い
な
け
れ
ば
今
の
区
画
に
留
ま
る
と
い
う
規

則
で
（
た
だ
し
、
移
動
で
き
る
か
ど
う
か
を
す

べ
て
の
車
で
判
断
し
て
か
ら
一
斉
に
）
移
動
し

ま
す
。
こ
の
簡
単
な
モ
デ
ル
で
、
交
通
流
の
基

本
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
先

頭
の
区
画
は
一
番
後
ろ
の
区
画
に
つ
な
が
っ
て

い
る
（
環
状
道
路
に
な
っ
て
い
る
）
と
し
て
い

ま
す
。
よ
り
現
実
に
近
づ
け
る
に
は
、
前
方
区

画
に
進
む
確
率
を
導
入
す
る
、
停
止
し
て
い
る

車
が
発
車
す
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
設
定
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
定
を
追
加
し
ま
す
。

壊
れ
な
い
波
・
ソ
リ
ト
ン

　
無
限
個
の
箱
を
横
一
列
に
並
べ
ま
す
。
箱
は
、

何
番
目
で
あ
る
か
を
数
え
ら
れ
る
の
で
離
散
量

で
す
。
箱
に
は
、
1
個
の
玉
を
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
ま
す
。
い
ま
、
有
限
個
の
玉
を
用

意
し
て
い
く
つ
か
の
箱
に
1
個
ず
つ
入
れ
、
こ

れ
を
時
刻
0
の
状
態
と
し
ま
す
（
図
２
）。
こ

れ
ら
の
玉
を
、
次
の
ル
ー
ル
で
動
か
し
ま
す
。

「
ま
ず
、
一
番
左
に
あ
る
玉
を
、
右
側
に
あ
る

一
番
近
い
空
箱
に
移
す（
①
）。
次
に
、
ま
だ
動

か
し
て
い
な
い
玉
の
中
で
一
番
左
に
あ
る
玉
を
、

右
側
に
あ
る
一
番
近
い
空
箱
に
移
す（
②
）。

こ
の
要
領
で
、
す
べ
て
の
玉
を
１
回
ず
つ
動
か

す
」。
す
べ
て
の
玉
を
動
か
し
た
と
き
、
こ
れ

を
時
刻
1
の
状
態
と
し
ま
す
。
以
下
、
前
述
の

ル
ー
ル
を
繰
り
返
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
モ
デ

ル
を
「
箱
玉
系
」
と
い
い
ま
す
。

　
玉
の
動
き
を
観
察
す
る
と
、
次
の
特
徴
が
分

か
り
ま
す
。
N
個
の
玉
が
連
な
っ
て
い
て
前
方

に
十
分
な
空
箱
が
あ
る
場
合
、
こ
の
玉
の
集
団

（
波
と
呼
び
ま
す
）
は
1
時
刻
に
つ
き
N
箱
分

進
み
ま
す
。
つ
ま
り
、
長
い
波
ほ
ど
速
く
進
み
、

長
さ
の
異
な
る
波
が
あ
る
場
合
は
（
よ
り
長
い

波
が
後
ろ
に
あ
れ
ば
）、
波
同
士
は
い
ず
れ
衝

突
し
、
波
の
長
さ
も
崩
れ
ま
す
。
し
か
し
十
分

に
時
間
が
経
つ
と
、
必
ず
元
の
長
さ
を
持
っ
た

波
に
分
か
れ
、
長
さ
と
い
う
「
波
の
個
性
」
は

衝
突
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
は
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
波
の
集
団
を
「
ソ

リ
ト
ン
」
と
い
い
ま
す
。
現
実
で
は
、
津
波
は

ソ
リ
ト
ン
の
性
質
を
持
つ
波
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
に
は
、
偏
微
分
方
程
式
と
い
う
連
続
量

を
扱
う
数
式
で
最
初
に
記
述
さ
れ
た
現
象
で
、

理
解
す
る
に
は
大
学
の
理
系
学
部
レ
ベ
ル
の
知

識
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
箱
、
玉
、
整
数
の

時
刻
と
い
う
と
び
と
び
の
量
だ
け
を
用
い
る
こ

と
で
、
簡
単
に
、
か
つ
本
質
が
よ
り
明
確
に
な

り
、
高
校
生
で
も
理
解
で
き
る
表
現
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
例
を
も
っ
と
増
や
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
理
解
す
る
新
し
い
数
学
を

作
っ
て
い
き
た
い
の
で
す
。

連
続
の
数
学
と
離
散
の
数
学
の 

 

交
流
を
深
め
る

　
本
稿
で
述
べ
た
内
容
は
、
私
自
身
が
得
た
研

究
成
果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
続
量
を
扱
う
数

学
と
離
散
量
を
扱
う
数
学
を
つ
な
ぐ
「
超
離
散

化
」
と
い
う
技
法
の
研
究
が
、
現
在
の
私
の
専

門
で
す
。
本
稿
で
は
交
通
流
も
波
も
デ
ジ
タ
ル

量
で
説
明
を
し
ま
し
た
が
、
実
は
両
方
と
も
ア

ナ
ロ
グ
量
の
数
学
モ
デ
ル
が
あ
り
、
超
離
散
化

に
よ
っ
て
直
接
対
応
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
技
法
は
制
約
も
大
き
く
、

い
つ
で
も
ア
ナ
ロ
グ
量
と
デ
ジ
タ
ル
量
を
対
応

付
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
膨
大
な
計
算
が
必
要
と
な
る
離
散
量
の
研
究

の
歴
史
は
、
数
学
の
中
で
は
浅
く
、
い
ろ
い
ろ

な
知
見
を
蓄
積
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
離
散

量
は
近
年
の
デ
ジ
タ
ル
計
算
機
と
相
性
が
良
く
、

ま
た
、
計
算
機
の
発
展
に
よ
っ
て
そ
の
研
究
が

現
実
味
を
帯
び
て
き
た
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま

す
。
超
離
散
化
の
技
法
を
さ
ら
に
拡
張
し
、
研

究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
豊
か
な
連
続
の
数
学
と
、

新
し
い
離
散
の
数
学
と
の
交
流
を
深
め
て
い
く

の
が
私
の
目
標
で
す
。

ESSAY 15学部の教員たちが、研究の世界をエッセー形式でご紹介します。

Isojima Shin
1977年生まれ。2000年、東京大学教養
学部卒業。同年、東京大学大学院数理科
学研究科へ進学し、2005年、同博士課程

（数理科学専攻）修了、博士（数理科学）
取得。青山学院大学理工学部助教などを経
て、2012年に法政大学理工学部経営シス
テム工学科に准教授として着任。2018年よ
り現職。専門は数学の非線形可積分系。

図2 箱玉系モデルの一例。
　   上の4列が動かすルールで、赤枠が動かす玉、薄い色は動かした玉

①

②
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ア
ナ
ロ
グ
量
と
デ
ジ
タ
ル
量

　
世
の
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
量
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
切
れ
目
の
な
い
値
を
取
る

ア
ナ
ロ
グ
量
（
連
続
量
）
と
、
と
び
と
び
の
値

を
取
る
デ
ジ
タ
ル
量
（
離
散
量
）
と
が
あ
り
ま

す
。
ア
ナ
ロ
グ
量
に
は
時
間
、
距
離
、
温
度
な

ど
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
量
は
、
１

個
、
２
個
、
…
…
な
ど
と
数
え
ら
れ
る
量
で
、

人
口
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
連
続
と
離

散
は
必
ず
し
も
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
同

じ
対
象
に
両
方
の
見
方
が
あ
る
場
合
も
多
い
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
時
間
は

ア
ナ
ロ
グ
量
で
す
が
、
日
常
で
は
時
間
・
分
・

秒
と
い
う
と
び
と
び
の
単
位
で
捉
え
ま
す
。
逆

に
、
離
散
量
を
連
続
量
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
静
止
画
像
を

十
分
に
小
さ
い
時
間
幅
で
続
け
て
表
示
す
る
こ

と
で
、
切
れ
目
な
く
動
い
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
の
が
動
画
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
な
モ
デ
ル
で
交
通
流
を
再
現

　
車
社
会
の
日
本
で
は
、
交
通
渋
滞
は
大
き
な

関
心
事
で
す
。
そ
の
解
消
に
向
け
て
、
数
理
の

視
点
か
ら
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
渋
滞
が

発
生
す
る
と
莫
大
な
経
済
損
失
が
生
じ
る
た
め
、

意
図
的
に
渋
滞
を
起
こ
し
て
デ
ー
タ
を
収
集
す

る
実
験
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

交
通
の
仕
組
み
を
表
す
数
式
を
考
え
て
、
交
通

を
理
論
的
に
再
現
す
る
「
お
も
ち
ゃ（
モ
デ
ル
）」

を
作
り
、
そ
の
モ
デ
ル
で
実
験
し
て
渋
滞
の
対

策
を
見
い
だ
し
ま
す
。
そ
の
数
式
の
作
り
方
の

一
つ
と
し
て
、
車
1
台
1
台
が
動
く
ル
ー
ル
を

数
式
で
表
現
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
動
か

す
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
す
べ
て
を

デ
ジ
タ
ル
量
と
し
て
考
え
る
と
、
理
解
し
や
す

い
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で

は
一
番
や
さ
し
い
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
単
純
化
す
る
た
め
、
一
方
通
行
の
1
車
線
道

路
で
考
え
ま
す
（
図
１
）。
本
来
、
道
路
は
連

続
し
て
い
る
物
体
で
す
が
、
適
当
な
長
さ
の
区

画
に
分
け
て
第
1
区
画
、
第
2
区
画
、
…
…
と

デ
ジ
タ
ル
量
で
捉
え
ま
す
。
ま
た
、
各
区
画
に

は
車
が
1
台
入
っ
て
い
る
か
、
い
な
い
か
の
ど

ち
ら
か
で
あ
る
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
交
通
状

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
を
つ
な
ぐ
数
学

理
工
学
部
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科

　教
授

　礒
島 

伸

図1 交通流を理論的に再現するモデルの一例
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身
体
的
な
刺
激
が
活
力
を
生
む
の
で
す
。
さ

ら
に
、
会
場
に
は
多
く
の
人
が
い
る
の
で
、

フ
ァ
ン
同
士
の
一
体
感
や
絆
を
感
じ
て
、
社

会
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
向
上
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
相
乗
効
果
が
、
幸
福
感
を
高
め
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
は
、
密
閉
・
密
集
・
密

接
を
回
避
す
る
た
め
、
会
場
は
無
観
客
と
な

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
ラ
イ
ブ
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ
で
試
合
を
見
な
が
ら
応
援
す
る

と
い
う
新
し
い
観
戦
ス
タ
イ
ル
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
定
着
し
て
し

ま
う
こ
と
に
危
惧
も
感
じ
て
い
ま
す
。
ど
こ

に
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

利
便
性
は
あ
り
ま
す
が
、
身
体
的
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
と
い
う
観
点
で
は
不
十

分
だ
か
ら
で
す
。
リ
モ
ー
ト
観
戦
に
よ
っ
て

精
神
的
な
満
足
は
得
ら
れ
て
も
、
ス
タ
ジ
ア

ム
観
戦
で
得
ら
れ
る
よ
う
な
身
体
的
、
社
会

的
な
満
足
感
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

意
味
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
迎
え
、

会
場
に
出
掛
け
て
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
制
限
な

く
楽
し
め
る
日
々
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
ビ
ジ
ネ
ス
の	

	
	

調
和
の
取
れ
た
均
衡
を
図
る

　
１
９
８
４
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
「
商
業
五
輪
」
の
原
点
と
呼
ば
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
界
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
と
な

り
ま
し
た
。
赤
字
続
き
だ
っ
た
五
輪
の
運
営

危
機
を
脱
却
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
が
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
経
営
さ
れ
る
時
代
に
入
り
、
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
関
心
が
集
中
し

た
の
で
す
。
専
門
家
の
育
成
と
学
問
体
系
の

整
備
が
急
務
と
な
り
、
1
9
8
5
年
に
北
米

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
が
発
足
。
北

米
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研

究
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　
幕
開
け
の
時
期
を
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
１・
０
」
と
す
る
と
、
現
在
は
２
回
目

の
転
機
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
最
初
の
転
機
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
２
・
０
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
プ
ロ
化

が
進
み
、
運
営
資
金
を
獲
得
す
る
た
め
に
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

１
９
９
０
年
代
。
日
本
で
も
Ｊ
リ
ー
グ
が
創

設
さ
れ
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
サ
ッ

カ
ー
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
現
在
は
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
３
・
０
」、
社
会
変
革
の
時
期
で
す
。
利

益
を
求
め
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
論
理
と
、
フ
ェ
ア

プ
レ
ー
の
精
神
や
競
技
者
の
人
間
的
成
長
を

重
視
す
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
論
理
は
、
相
反

す
る
面
が
あ
り
、
と
き
に
歪
み
を
生
じ
さ
せ

ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
が
な
け
れ
ば
ス

ポ
ー
ツ
は
発
展
し
ま
せ
ん
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

傾
き
過
ぎ
る
と
、
ル
ー
ル
や
運
営
方
法
が
不

当
に
変
更
さ
れ
、
人
々
が
反
発
し
ま
す
。
そ

の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
、
両
者
を
調
和
す
る

こ
と
が
課
題
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

異
質
な
世
界
に
踏
み
出
し
て	

	

自
分
を
成
長
さ
せ
て
ほ
し
い

　
研
究
者
と
し
て
国
際
基
準
に
達
し
て
い
た

い
と
い
う
思
い
で
研
究
に
ま
い
進
し
た
甲
斐

あ
っ
て
、
２
０
１
９
年
に
北
米
ス
ポ
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
の
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て

蓄
積
し
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
の
知
識
、
技
能
、

能
力
。
そ
れ
を
「
実
践
知
」
と
し
て
、
惜
し

み
な
く
学
生
に
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
で
、
教
育

者
と
し
て
も
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
留
学
生
活
を
経
験

し
た
こ
と
が
、
私
自
身
の
成
長
に
と
て
も
役

立
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
世
界
は
広

く
、
多
様
な
価
値
観
や
国
民
性
に
触
れ
る
機

会
で
溢
れ
て
い
ま
す
。
不
便
や
困
難
を
乗
り

越
え
る
こ
と
で
自
身
の
可
能
性
が
高
ま
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
学
生
に
は
、
情
勢
が
落
ち

着
い
て
自
由
に
海
外
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
一
度
は
異
質
な
世
界
に
踏
み
込
ん
で

視
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

Yoshida Masayuki
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課程修了。博士（スポーツマネ
ジメント）。びわこ成蹊スポーツ
大学で専任講師、准教授を経て、
2017年から法政大学スポーツ健
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Sport Management編集委員、
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スポーツビジネス海外演習では、本場のプロスポー
ツビジネスを米国で学ぶため、学生と共にメットラ
イフスタジアムを視察

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
海
外
演
習
で
は
︑
自
由
の

女
神
像
を
前
に
し
て
︑﹁
自
由
を
生
き
抜
く
実
践

知
﹂
の
意
味
を
考
え
て
︑
意
見
交
換
し
て
い
る
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会
場
で
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が	

	

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る

　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
門
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
消

費
者
行
動
論
に
つ
い
て
の
研
究
を
続
け
て
い

ま
す
。
現
在
の
テ
ー
マ
は
「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

と
持
続
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

（
W
e
l
l

-

b
e
i
n
g
）」。
そ
の
関
係

性
に
つ
い
て
探
究
し
て
い
ま
す
。

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
身
体
的
、
精

神
的
、
社
会
的
に
良
好
な
状
態
を
指
す
概
念

で
す
。
健
康
で
あ
り
、
気
持
ち
が
満
た
さ
れ
、

人
間
関
係
も
良
好
と
い
う
具
合
に
、
三
つ
の

要
素
の
調
和
が
取
れ
て
い
る
状
態
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
は
人
を
魅
了
す
る
力
が
あ
り
、

多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
ま
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
貢

献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
因
果
関
係

を
確
か
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
人
気
が
高
く
、
観
客
動
員
数
も
多

い
プ
ロ
野
球
と
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
（
Ｊ
リ
ー

グ
）
を
中
心
に
調
査
・
検
証
を
進
め
て
み
る

と
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
得
る
に
は
、「
現
地
に
行
く
こ
と
」
が
重

要
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　
観
戦
の
た
め
に
球
場
や
ス
タ
ジ
ア
ム
ま
で

足
を
運
ぶ
に
は
、
時
間
と
労
力
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
費
や
し
ま
す
。
ゲ
ー
ム
の
臨
場
感
に

高
揚
し
て
声
を
出
し
た
り
手
を
た
た
い
た
り

と
、
活
動
量
も
多
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た

スポーツ健康学部スポーツ健康学科 准教授 　 吉田 政幸

米国でスポーツマネジメントを学び、現地の学会からリサーチフェロー賞を受賞するなど
国際的な評価も得ている吉田政幸准教授。スポーツ観戦がもたらす幸せについて、研究を広げています。

vol .37

より良い社会のためにいまいる場所から考える

HOSEI PHRONESIS

スポーツマネジメントを究めて
スポーツの発展に寄与する



クラブ・サークル

韓
国
の
ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

（
K
ー

P
O
P
）
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

カ
バ
ー
ダ
ン
ス
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

c
h
u
m
u
l
y
（
以
下
、
チ
ュ
ム

リ
ー
）。
80
人
を
超
え
る
部
員
が
在
籍
し
、

曲
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
組
み
替
え
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
メ
ン
バ
ー
に
な
り

き
っ
て
再
現
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
は
、
年
に
3
回
開

催
す
る
公
演
で
披
露
。
春
は
新
入
生
歓
迎

公
演
、
夏
は
保
護
者
や
友
人
に
も
見
て
も

ら
う
お
披
露
目
公
演
、
秋
は
大
学
祭
と
、

そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

「
新
歓
公
演
を
見
に
い
っ
た
時
に
、
先
輩

た
ち
の
息
の
合
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

衣
装
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
に
感
動
し
ま
し
た
。

す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
、
絶
対
に
仲
間
に

入
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
思
い
出
を

振
り
返
っ
た
川
澄
さ
ん
。「
2
0
2
0
年

度
は
大
学
施
設
の
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い

た
の
で
、
自
宅
で
そ
れ
ぞ
れ
個
人
練
習
に

励
み
、
状
況
を
見
な
が
ら
ス
タ
ジ
オ
を
借

り
て
練
習
す
る
な
ど
し
て
、
感
染
予
防
に

気
を
付
け
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
し
た
」

と
制
限
の
中
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
キ
ル

を
向
上
す
る
工
夫
を
語
り
ま
す
。

　
公
演
と
並
ん
で
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

学
外
の
主
催
者
が
年
に
2
回
開
催
す
る「
大

学
サ
ー
ク
ル
対
抗
K
ー

P
O
P
カ
バ
ー
ダ
ン

ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ
の
出
場
で
す
。
初
回

か
ら
連
続
出
場
し
て
い
る
チ
ュ
ム
リ
ー
は

優
勝
経
験
も
豊
富
で
、
前
回
（
2
0
1
9

年
12
月
開
催
）
の
第
10
回
で
は
12
大
学
中

の
2
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。「
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
衣
装
か

ら
表
情
・
し
ぐ
さ
に
至
る
ま
で
、
ど
れ
だ

け
再
現
で
き
る
か
を
審
査
さ
れ
る
の
で
、

完
全
コ
ピ
ー
を
目
指
し
て
練
習
し
て
い
ま

す
」
と
語
る
の
は
南
本
さ
ん
。「
2
0
2
0

年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
自
体
が
中

止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
次
回
12
月

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
、
最
後
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
完
全

燃
焼
さ
せ
た
い
」
と
秘
め
た
闘
志
を
に
じ

ま
せ
ま
す
。

「
今
は
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
自
体
が
難
し
く
、

準
備
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が
あ
り
ま
す

が
、
み
ん
な
が
積
極
的
に
協
力
し
て
助
け

て
く
れ
る
の
で
、
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
た

サ
ー
ク
ル
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
」
と
チ

ュ
ム
リ
ー
の
団
結
力
を
語
る
の
は
、
代
表

の
趙
さ
ん
。「
準
備
や
練
習
で
ど
れ
だ
け

大
変
な
思
い
を
し
て
い
て
も
、
ス
テ
ー
ジ

で
披
露
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
歓
声
が

あ
が
る
と
、
激
し
い
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
も

疲
れ
を
感
じ
な
く
な
る
ほ
ど
、
力
が
全
身

に
み
な
ぎ
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
イ
ベ
ン

ト
を
安
心
し
て
開
催
で
き
る
日
常
が
、
早

く
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
。
今
は
、
サ

ー
ク
ル
全
員
が
感
染
予
防
の
意
識
を
高
く

持
ち
、
元
気
に
笑
顔
で
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
最
大
の
目
標
で
す
」
と
力
強
く

語
り
、
コ
ロ
ナ
の
沈
静
化
に
願
い
を
託
し

ま
す
。

K-POPダンスサークル「chumuly」

K-POPのカバーダンス
息を合わせて
完全再現を目指す

上段左から、趙夏瑩さん（経営学部経営戦略学科3年／代表）、南本紫穂さん（人間
環境学部人間環境学科3年）、下段、 川澄莉 さ々ん（人間環境学部人間環境学科3年）

MY  CAMPUS, MY  LIFE

大学での活動を通し、仲間と共に成長する学生たちを紹介します。

2019年11月に開催した大学祭での一枚。幹部学年
の引退公演になるため、先輩の有終の美を飾ろうと部
員全員が団結して公演を盛り上げる

合宿は夏と春の年２回。夏は交流メインで親睦を深め、
春は新入生歓迎公演に向けてのパフォーマンス強化と、
目的を分けている（写真は2019年）

2021年４月に開催した新入生歓迎公演にて。初めて
学外のホールを自分たちで手配して、念入りな感染症
対策を実施した上で開催

※今回はオンラインで取材しています

＊写真撮影のため、一時的にマスクを外しています。
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ゼミナール・研究室

大学での活動を通し、仲間と共に成長する学生たちを紹介します。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
分
野
の
研
究
に

携
わ
る
日
高
宗
一
郎
教
授
研
究
室
。

研
究
室
の
名
称
で
あ
る
「
基
盤
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
」
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
作
る
土
台

と
な
る
も
の
で
す
。
処
理
速
度
や
ト
ラ
ブ

ル
へ
の
対
処
で
常
に
改
良
が
求
め
ら
れ
る

領
域
で
、
研
究
室
で
は
専
門
機
能
に
特
化

し
た
改
良
を
中
心
に
探
求
し
て
い
ま
す
。

「
主
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
と
、デ
ー

タ
の
同
期
な
ど
で
使
わ
れ
る
『
双
方
向
変

換
』の
技
術
の
研
究
を
手
掛
け
て
い
ま
す
」

と
研
究
概
要
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
仲

野
さ
ん
。双
方
向
変
換
と
は
、情
報
管
理
に

欠
か
せ
な
い
操
作
の
一
つ
で
、二
つ
以
上

の
情
報
源
の
間
で
、変
換
を
介
し
て
一
貫

性
を
維
持
し
な
が
ら
、双
方
向
に
更
新
を

伝
播
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
で
す
。

「
一
方
の
デ
ー
タ
に
更
新
を
加
え
た
と
き

に
、自
動
的
に
情
報
を
伝
播
し
て
更
新
す

る
仕
組
み
を
『
同
期
』と
い
い
ま
す
。双
方

向
変
換
の
技
術
は
、こ
の
同
期
に
影
響
し

て
く
る
の
で
、よ
り
機
能
的
に
で
き
る
方

法
を
掘
り
下
げ
て
研
究
し
て
み
た
い
」と
、

研
究
の
種
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
4
年
次
の
研
究
活
動
は
、卒
業
研
究
に

向
け
て
、自
分
が
個
別
に
取
り
組
む
テ
ー

マ
を
模
索
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

「
研
究
テ
ー
マ
が
絞
り
込
み
や
す
く
な
る

よ
う
に
、春
学
期
に
、自
分
が
興
味
の
あ
る

分
野
に
近
い
論
文
を
選
ん
で
読
み
解
き
、

そ
の
要
点
を
ま
と
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
形
式
で
紹
介
す
る
論
文
発
表
会
を
実

MY  CAMPUS, MY  LIFE

情報科学部コンピュータ科学科コンピュータ基礎分野基盤ソフトウェア研究室（日高宗一郎教授研究室）

「双方向変換」などの
コンピュータシステムの
基盤を支える技術
を探究

施
し
て
い
ま
す
」と
語
る
の
は
、ア
ル
バ
イ

ト
で
子
ど
も
た
ち
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

教
え
て
い
る
荒
井
さ
ん
。「
今
は
キ
ー
ボ
ー

ド
入
力
の
で
き
な
い
子
ど
も
向
け
に
、ブ

ロ
ッ
ク
を
組
み
立
て
る
よ
う
な
感
覚
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
べ
る
教
材
が
あ
り
ま

す
。そ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に

つ
い
て
、探
究
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
意
欲
を
語
り
ま
す
。

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
処
理
技
術
に
興
味
が
あ

る
と
い
う
内
木
さ
ん
は
、ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
に
着
目
。「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
は
、

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
に
強
く
、金
融
取
引
の

シ
ス
テ
ム
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る
仕
組

み
の
一
つ
で
す
。双
方
向
変
換
の
技
術
を

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
活
用
で
き
な
い
か
、

検
討
し
て
い
ま
す
」と
研
究
を
具
体
化
す

る
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。「
将
来
的
に
、

社
会
の
課
題
解
決
に
少
し
で
も
役
立
て
る

よ
う
に
、実
践
的
な
技
術
を
磨
い
て
い
き

た
い
」と
未
来
を
見
据
え
て
語
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、研
究

室
の
交
流
は
ビ
デ
オ
会
議
ツ
ー
ル
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
ツ
ー
ル
な
ど
も
活
用
。家
に
居
な

が
ら
で
も
、頻
繁
に
コ
メ
ン
ト
を
交
わ
し

合
う
こ
と
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

補
っ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
学
生
を
温
か

く
見
守
り
な
が
ら
、日
高
教
授
は
「
必
要

な
情
報
を
探
し
、そ
の
信
頼
性
を
判
断
す

る
、自
身
が
納
得
し
な
が
ら
物
事
を
解
決

で
き
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」と
語

り
ま
す
。

2021年度の日高研究室の在籍学生は大学院生も含
め、9人。コロナ禍でもそれぞれが工夫しながら研究
に励んでいる

データの双方向変換において、偏りなく公平に更新が
伝わる仕組みを図示化したもの（2020年度に卒業した
土生さんの卒論より）

2018年に開催した冬合宿の一枚。合宿は定例では
なく、時期や内容も含めて、学生の希望と状況に応
じて実施している

上段左から、日高宗一郎教授、仲野祐希さん、
下段左から、荒井紫花さん、内木悠天さん  ※全員、情報科学部コンピュータ科学科4年

※今回はオンラインで取材しています
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大学有数の歴史と実力を誇る、法政大学体育会。
そんな伝統ある40体育会が日々 活動しているワンシーンを、迫力あるカラーグラビアで紹介します。

陸上ホッケー部は、1924（大正13）年に創立されました。これまでの戦績は、全
日本ホッケー選手権大会で4回、全日本学生ホッケー選手権大会で7回、全
日本学生王座決定戦で1回の優勝を飾っています。現在は関東学生ホッケー
リーグの1部に所属。2020年の秋季リーグは5位という悔しい結果になりまし
た。社会人チームも出場するホッケー日本リーグでは、2部（H2）に所属してい
ます。2020年日本リーグでの戦績は7位で、こちらも悔しい結果となりました。今
シーズンこそ、関東学生ホッケーリーグ優勝、ホッケー日本リーグ1部昇格を目
標に、チーム一丸となって日々練習しています。応援よろしくお願いします。

撮影場所：�多摩キャンパス�
陸上ホッケー場

撮　　影：�田中伸弥

陸上ホッケー部

現代福祉学部福祉コミュニティ学科4年
Narusawa Ayumi

成澤 あゆみ さん

Well-being～幸せな世界～Message

「自由な学風」の下で、自ら考え、
行動する学生の声を届けます。

※成澤さんが作成した動画は、右記よりご覧いただけます。
　「第2回 SDGsクリエイティブアワード受賞作品」

カンボジアのHands of Hope Community Schoolで
現地の子ども、先生と共に
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　「W
e
l
l
ー

b
e
i
n
g
（
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
、
健
康
で
幸
せ
な
暮
ら
し
）」

は
大
学
で
出
合
っ
た
最
も
好
き
な
言
葉
で

あ
り
、
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
で
す
。
現

代
福
祉
学
部
で
は
、
こ
の
理
念
の
も
と
、

社
会
福
祉
、
臨
床
心
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
学
問
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
日
々
正
解
の
な
い
課
題
に
立
ち
向

か
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
に
大
学
で
学
ん
だ
「
障
が

い
」
と
「
東
南
ア
ジ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
動
画
を
作
成
し
、「
第
2
回
S
D
G
s

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ワ
ー
ド
」
で

J
I
C
A
特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
通
う
学
校
を
訪
れ
、
現

代
福
祉
学
部
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
の
仲

間
と
実
施
し
た
「
障
が
い
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
ス
ポ
ー
ツ
」
活
動
の
様
子
を

「
W
e
l
l
ー
b
e
i
n
g
〜
幸
せ
な
世
界

〜
」
と
い
う
動※

画
に
詰
め
込
み

ま
し
た
。
何
度

も
東
南
ア
ジ
ア

を
訪
れ
、「
大

学
生
の
私
で
も

何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
も
が

き
続
け
た
日
々

が
原
点
で
す
。「
そ
の
思
い
を
形
に
す
る
こ

と
で
、
た
く
さ
ん
の
人
の
幸
せ
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
の
で

は
」
と
、
佐
野
竜
平
准
教
授
が
助
言
し
て

く
れ
ま
し
た
。
学
生
生
活
を
通
し
て
最
も

強
く
感
じ
た
の
は
「
意
外
と
な
ん
と
か
な

る
!
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
の
肩
書
き

も
経
験
も
な
い
大
学
生
の
た
め
に
支
援
し

て
く
れ
る
大
人
も
、
今
ま
で
も
ら
っ
た
こ

と
の
な
い
く
ら
い
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

S
D
G
s
の
17
の
ゴ
ー
ル
か
ら
「
健
康
と

福
祉
、
教
育
、
平
和
」
を
焦
点
に
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
つ
も
り
で
も
、
実
際

は
多
く
の
も
の
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　今
後
は
、「
絵
本
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
大
き
な
夢

も
描
け
る
こ
と
、
自
分
を
応
援
し
て
く
れ

る
人
は
必
ず
い
る
こ
と
、
幸
せ
は
一
人
ひ
と

り
違
う
こ
と
を
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
た
い
で
す
。
ど
ん
な
と
き
も
惜
し

み
な
い
愛
情
を
注
ぎ
、
わ
が
ま
ま
を
受
け

入
れ
て
く
れ
る
家
族
、
支
え
て
く
れ
る
先

生
、
負
け
た
く
な
い
け
ど
応
援
し
続
け
た

い
友
人
た
ち
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
大
学
生

活
が
充
実
で
き
て
い
る
と
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
大
切
な
人
た
ち
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
、
人
の
た
め
に
挑
戦
し
続
け
ら

れ
る
人
で
あ
り
た
い
で
す
。
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「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す

２
０
２
１
年
度
後
援
会
会
長
　
就
任
あ
い
さ
つ

法
政
大
学
後
援
会
会
長  

友
利 

方
彦

2021年度 法政大学後援会の主な年間行事
月日 曜日 行事 内容

  4月 3日 土 入学式（大学行事） 日本武道館にて開催。後援会会長が後援会の活動について説明　

  5月15日 土 幹事会（オンライン併用） 後援会の役員会。決算報告、予算案等を審議 

  6月 5日 土 
支部長会議（オンライン会議） 後援会事業と支部総会・父母懇談会について打ち合わせ

総会 （電子表決） 事業報告・決算報告、事業計画・予算案、2021年度役員を審議決定

7月 （日程未定） 校友会との懇談会                               大学発展のために、校友会と後援会が年1回行う懇談会

 7月～8月 土・日 支部総会・父母懇談会（オンライン併用） 全国36支部で開催。総長、理事、副学長、学部長、学務・学生・就職
関係職員が講演や説明を行う

10月 3日 日 首都圏父母懇談会（市ケ谷キャンパス）
東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県在住の会員を対象に各キャンパス
ごとに開催、講演等が行われる（多摩キャンパスは多摩祭と同日開催）10月10日 日 首都圏父母懇談会（小金井キャンパス）

10月16日 土 首都圏父母懇談会（多摩キャンパス） 

11月13日 土
支部長会議（支部長懇談会） 支部活動の報告と意見交換

副学長・学部長・学生センター長・後援会懇談会                          支部父母懇談会で会員から寄せられた質問等に副学長、学部長、学
生センター長が回答

11月14日 日 支部長会議 支部総会・父母懇談会の報告、活動の情報交換

11月24日 水 総長・学内理事との懇談会 総長、学内理事と後援会運営委員が会談

  1月 8日 土 オール法政賀詞交歓会 総長をはじめとする法政関係者が集う新年会

 3月 5日 土
幹事会 後援会の役員会。次年度暫定予算などを審議

後援会賞、外国人留学生表彰 スポーツで活躍した学生や難関試験を突破した学生、国際交流に尽く
した外国人留学生を表彰

  3月24日 木 学位授与式（大学行事） 日本武道館にて開催

　
平
素
よ
り
、
後
援
会
活
動
に
ご
理
解
な
ら
び
に
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

い
、
後
援
会
活
動
も
厳
し
い
制
約
・
条
件
下
で
の
展
開

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
と
同
様
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
開
催

と
な
っ
た
後
援
会
総
会
に
お
い
て
２
０
２
１
年
度
会
長

に
推
挙
さ
れ
、
１
年
間
会
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
学
生
お

よ
び
大
学
へ
の
支
援
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
75
年
目
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
後
援
会
の
会
長
と
し
て
運
営
に
携
わ
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。

　
法
政
大
学
後
援
会
は
、
１
９
４
７
年
に
保
護
者
自
ら

が
立
ち
上
げ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
、
現
在
、
首
都

圏
お
よ
び
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
の
全
国
36
支
部
に

約
2
万
７
０
０
０
人
の
会
員
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　
後
援
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
学
生
の
勉
学
に
伴
う
支
援

を
第
一
に
考
え
、
そ
れ
に
関
連
し
て
大
学
が
実
施
す
る

教
育
事
業
や
課
外
活
動
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
今
の
私
立
大
学
入
学
定
員
厳
格

化
に
伴
う
会
員
数
の
減
少
や
、
支
部
会
員
数
が
減
り
つ

つ
あ
る
中
で
の
支
部
活
動
の
維
持
な
ど
、
後
援
会
を
取

り
巻
く
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
諸
先
輩
方
が
築
き
、
守
り
続
け
て
き
た
理
念
を
継

承
す
る
と
と
も
に
、
現
況
を
踏
ま
え
た
新
た
な
活
動
方

法
も
取
り
入
れ
、
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
よ
り
一
層
の
後
援
会
活
動
へ

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
２
０
２
１
年
度
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
活
動
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
今
後
予
定
し
て
い

る
行
事
に
つ
き
ま
し
て
も
、
状
況
次
第
で
は
開
催
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
新
情
報
は
後
援
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
そ
の
都
度
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響などにより変更になる場合があります。
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会
長
退
任
あ
い
さ
つ

2
0
2
0
年
度
会
長  

清
水 

伸
行

　
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ
り
後
援
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

た
び
後
援
会
会
長
の
任
期
を
終
え
、
友
利
新
会
長
へ

﹁
後
援
会
伝
統
の
襷た

す
き

﹂
を
無
事
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
２
０
２
０
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
向
き
合
う
１
年
で
し
た
。
正
体
の
分
か
ら
な
い
不
安

の
中
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
学
生
は
も
ち
ろ

ん
大
学
の
教
職
員
の
方
々
も
初
め
て
の
経
験
に
戸
惑
い

な
が
ら
対
応
に
追
わ
れ
た
前
半
と
な
り
ま
し
た
。
手
探

り
で
始
ま
っ
た
リ
モ
ー
ト
授
業
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業

は
、
田
中
優
子
前
総
長
を
は
じ
め
、
教
職
員
の
皆
さ
ま

が
ご
苦
労
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
ら
れ
た
結
果
、
大
学
授

業
に
お
け
る
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

そ
の
他
、
計
り
知
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
事
案
に
対
応

さ
れ
て
い
る
教
職
員
の
皆
さ
ま
に
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
後
援
会
に
お
き
ま
し
て
は
学
生
へ
の
支
援
と
し
て

﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
家
計
急
変
奨
学

金
事
業
﹂
等
の
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
支
援
は
、

２
０
２
１
年
度
も
継
続
し
て
行
う
予
定
で
す
。

　
会
長
在
任
中
は
、
後
援
会
活
動
を
通
し
て
人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
、
支
え
合
う
大
切
さ
を
改
め
て
実
感

で
き
ま
し
た
。

後
援
会
の
目
的
で
あ
る
﹁
学
生
と
大
学
を
支
援
す

る
﹂
活
動
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
実

現
で
き
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

1
年
間
、
会
長
業
務
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

方
々
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
方
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
度
は
田
中
前
総
長
の
任
期
最
終
年
度
で

も
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ご
苦
労
の
絶
え
な
い

1
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
学
生
支
援
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写真で見る清水会長の1年間

1 2020年6月20日（土）運営会議  
2  2020年6月20日（土）運営委員集合写真  
3   2020年10月24日（土）新幹事予定者説

明会  
4  2020年11月14日（土）支部長会議  
5   2020年11月25日（水）総長、学内理事と

の懇談会  
6   2020年11月25日（水）「新型コロナウイル

ス感染症禍に伴う家計急変奨学金事業」
に寄付を実施し、田中優子総長（当時）よ
り感謝状授与  

7   2021年2月20日（土）常任幹事会（オンラ
イン）  

8   2021年4月3日（土）2021年度入学式後
援会会長あいさつ  

9  2021年5月8日（土）期末監査  
10  2021年6月5日（土）総会、友利新会長へ

襷をつなぐ

1 2

3 4

5 6

7 8

9 10
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2021年度 父母懇談会開催日程のご案内
詳細につきましては、該当の皆さまに順次郵送にてご案内いたします。
最新の情報は随時、後援会ウェブサイトにてお知らせいたしますので、
併せてご覧ください。 

支　部 開催日程
青森県 7月10日（土）
岩手県 7月  3日（土）
郡山 ・ 福島 7月17日（土）
茨城県 7月24日（土）
栃木県 7月11日（日）
群馬県 8月28日（土）
新潟県 8月22日（日）
富山県 8月  1日（日）
石川県 7月11日（日）
福井県 7月10日（土）
長野県 7月25日（日）
静　岡 7月10日（土）
浜　松 7月  4日（日）
東　海（愛知県、岐阜県、三重県） 7月31日（土）
関　西（大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県） 8月  1日（日）
鳥取・島根県 7月  3日（土）
広島県 7月18日（日）
山口県 7月25日（日）
徳島県 8月22日（日）
香川県 8月21日（土）
愛媛県 8月22日（日）
高知県 7月18日（日）
福岡県 8月21日（土）
佐賀・長崎県 8月22日（日）
熊本県 8月29日（日）
大分県 8月29日（日）
宮崎県 7月11日（日）
沖縄県 8月29日（日）

2021年度 父母懇談会 開催日程 2021年5月14日現在 

※北海道、宮城県、秋田県、山形県、山梨県、岡山県、鹿児島県の各支部は非開催です。
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響などにより、日程が変更になる場合があります。 

キャンパス名 首都圏父母懇談会
市ケ谷 10月 3日（日）
多　摩 10月16日（土）
小金井 10月10日（日）

2021年度 首都圏父母懇談会 開催日程 2021年5月14日現在

法政大学後援会

後援会ウェブサイト  
https://www.hosei-koenkai.org/

＜事務局＞
〒102-0073
東京都千代田区九段北3-2-3 
法政大学九段校舎4F
TEL：03-3264-9350
FAX：03-3264-9367  
E-mail：koenkai@hosei.ac.jp
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※2021年6月5日後援会総会にて、上記の2021年度後援会役員と2021年度収支予算書を含む全議案の承認を頂きました。
　なお、後援会総会の決議結果報告は後援会ウェブサイトに掲載しております。

2021年度　後援会役員

（単位：円）

科目（款） 2021年度予算額

1.一般収入 227,055,000

2.雑収入 1,112,000

3.積立金・引当資産からの繰入 67,000,000

4.預り金収入 0

5.期末未収入金 2,703,000

当年度収入合計（A） 297,870,000

前年度繰越金 170,119,000

収入合計（B） 467,989,000

科目（款） 2021年度予算額

1.自然災害等被災（含む、コロナ困窮）学生の  
    ための学生支援費 60,000,000

2.学生支援費 100,465,000

3.会員情報費 29,957,000

4.会員行事費 42,280,000

5.役員活動費 14,005,000

6.企画運営費 17,441,000

7.人件費 11,882,000

8.学生支援積立金 72,000,000

9.後援会積立金 0

10.引当資産 1,000,000

11.未払金支払 37,000

12.前払金 0

13.予備費 5,000,000

14.期末未払金 0

15.前期末前払金支払 6,000

16.預り金支払 0

当年度支出合計（Ｃ） 354,073,000

当年度収支差額（Ａ）-（Ｃ） △ 56,203,000

次年度繰越金（Ｂ）-（Ｃ） 113,916,000

支出合計（Ｄ） 467,989,000

2021年度 収支予算書（2021年4月1日～2022年3月31日）

【収入の部】 【支出の部】（単位：円）

会 長   友利 方彦   
副会長 相澤 さえ子 石井 亘 諏訪部 真理 西山 広二郎   
総 務　 浅見 佐亨 市瀬 恵美子 鯨岡 光男 滝沢 かおり 松﨑 浩司 小林 こずえ 白鳥 高 
常任幹事
　　4年 熱田 夏子 石川 英一 大笹 勝典 春日井 恵 原岡 麗子 横山 久美子 
　　3年 石原 康弘 井上 宏 島村 孝子 添田 一恵 長谷川 裕美子 細井 圭一 
　　2年 大口 泰孝 小泉 千恵 小出 由紀子 萩原 順子 間瀬 頼彦 渡邉 千恵
幹 事　　　　　    
　　4年 岡島 健 小林 敏和 小宮 美知代 紫藤 尚利 島田 昌彦 清水 由美 西尾 純子  
 宮越 康成 宮原 富士雄 宮本 幸枝 我妻 麻子 
　　3年 岩佐 大秀 蛯原 典子 小中 道子 杉山 美佐和 玉井 裕子 仲間 ルリ子 中村 章子  
 畑島 久美子 柵木 久美子 松尾 奈穂子 山本 陽子 
　　2年 新井 健一 荒田 栄作 石田 勝行 稲木 裕加里 尾島 淳 川島 和仁 喜多 紀州  
 桑原 宏隆 小林 孝一 笹林 真弓 清水 真美子 中島 順子 米元 麻枝 和佐原 征一郎 
　　1年 赤塚 真紀子 石塚 好明 太田 ヒカル 香川 敬三 木田橋 あすか 草ヶ谷 誠一 坂井 博
 地頭江 正美 渋谷 美由紀 下村 利恵 竹久 久美子 豊田 稔子 中西 良尚 林 弘行
 藤﨑 隆弘 本田 美輝 昌山 友美子 丸塚 久美 森田 佳子 森山 加世子 山﨑 雅彦
 𠮷岡 健
監 査 石橋 久美子 魚躬 有理    
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校友会だより
一般社団法人法政大学校友会（以下、校友会）は、「法政ネットワーク」強化により校友憲章に謳っている
「価値の創生・共創」を基本理念に、大学、後援会と手を携えて三位一体で諸事業を推進してまいります。

後
援
会
な
ど
と
連
携
し
、

積
極
的
に
活
動
を
展
開
す
る
富
山
県
校
友
会

　
卒
業
生
団
体
の
中
核
を
成
す
81
の
パ
ー
ト
ナ

ー
組
織
（
校
友
会
員
が
40
人
以
上
在
籍
）
は
、

全
て
の
世
代
が
つ
な
が
る
「
オ
ー
ル
法
政
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
」
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
後
援

会
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
富
山
県
校
友
会

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　富
山
県
校
友
会
だ
よ
り

　
１
９
４
７
年
結
成
の
法
政
大
学
富
山
県
人
会

を
前
身
と
す
る
富
山
県
校
友
会
は
、
約
10
年
前

か
ら
後
援
会
、
後
援
会
の
O
B
・
O
G
か
ら
組

織
さ
れ
る
後
援
会
ク
ラ
ブ
と
三
者
懇
談
会
を
開

催
し
、
互
い
の
総
会
へ
出
席
す
る
な
ど
、
緊
密

な
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
公
開
講
演
会
お
よ
び
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
の
共
催
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入

学
者
の
激
励
会
（
校
友
会
主
催
）、
富
山
市
で

開
催
さ
れ
た
東
京
六
大
学
野
球
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ゲ
ー
ム
へ
の
協
力
な
ど
を
通
し
て
、
相
互
の
信

頼
関
係
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
く
の
先
輩
の
情
熱
と
母
校
愛
に
よ

っ
て
、
富
山
県
下
高
等
学
校
雄
弁
大
会
や
文
化

講
演
会
、
大
学
の
ア
カ
デ
ミ
ー
合
唱
団
の
公
演

を
は
じ
め
、
校
友
名
簿
の
作
成
、
校
友
会
報
の

発
行
、
神
宮
観
戦
ツ
ア
ー
の
実
施
、
大
学
応
援

団
夏
期
合
宿
の
誘
致
な
ど
、
法
政
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
一
員
と
し
て
の
喜
び
と
誇
り
を
実
感
し
て
も

ら
え
る
、
多
種
多
様
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
多
彩
な
活
動
を
支
え
て
い

る
の
は
、
会
員
へ
の
次
の
三
つ
の
想
い
で
す
。

① 

母
校
愛
を
喚
起
し
、
校
友
会
活
動
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い

② 

社
会
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
法
政
の
知

名
度
を
上
げ
、
母
校
の
校
格
の
向
上
に
寄
与

し
て
も
ら
い
た
い

③ 

法
政
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
、
実
り
の
あ
る
人
生

を
歩
ん
で
も
ら
い
た
い

　
昨
年
11
月
に
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
確
保
し
な
が
ら
、「
菅
義
偉
内
閣
総
理
大

臣
の
誕
生
を
祝
う
校
友
の
集
い
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
校
友
初
の
総
理
大
臣
誕
生
と
あ
っ
て
、

当
日
は
出
席
さ
れ
た
校
友
は
も
と
よ
り
、
後
援

会
や
後
援
会
ク
ラ
ブ
の
役
員
か
ら
も
「
法
政
関

係
者
に
勇
気
と
希
望
、
そ
し
て
大
き
な
喜
び
を

も
た
ら
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
法
政
人
と
し
て
の
誇
り
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
就
職
や
進
路
に
悩
み
を
抱
え
る
学
生

も
交
え
、
四
者
で
情
報
交
換
の
場
を
設
け
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
富
山
県
出
身
の
学
生

は
、
ぜ
ひ
こ
う
し
た
場
に
参
加
し
て
、「
法
政

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
後
援
会
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
世
間
か
ら
魅
力
あ
る
大
学
と
し
て
高
い
評

価
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
法
政
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
た
め
に
さ
ら
な
る
努

力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

2020年11月8日（日）に開催された「菅
義偉内閣総理大臣の誕生を祝う校友
の集い」で講演を行った松下新平参
議院議員（1992年卒業）

2021年3月13日（土）に開催された
「スポーツ推薦入学者激励会」。

一般社団法人 法政大学校友会事務局　Tel 03-3264-1831　Eメール info@hoseinet.or.jp　ウェブサイト https://hoseinet.or.jp/

校友会ウェブサイト
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に
求
め
て
古
豪
が
集
ま
る
慶
應
義
塾
大

学
や
早
稲
田
大
学
の
練
習
・
合
宿
に
参

加
。
法
政
の
仲
間
た
ち
が
こ
う
し
た
や

り
方
を
理
解
し
協
力
し
た
こ
と
が
、
彼

の
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

　小
柄
な
が
ら「
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
の
猛
打

で
日
本
で
は
中
野
の
右
に
出
る
も
の
な

し
」と
評
さ
れ
た
中
野
は
、
在
学
中
の

1
9
3
7
年
に
国
別
対
抗
戦
の
デ
ビ
ス

カ
ッ
プ
代
表
に
選
出
さ
れ
、
国
際
舞
台

に
飛
び
出
し
ま
す
。
翌
年
に
は
、
全
仏

選
手
権
で
4
回
戦
に
進
出
。
2
0
1
3

年
に
錦
織
圭
選
手
が
同
選
手
権
で
4
回

戦
へ
進
出
し
た
際
に
、「
中
野
以
来
75
年

ぶ
り
の
快
挙
」と
報
道
さ
れ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　戦
時
中
は
陸
軍
に
召
集
さ
れ
、
中
国

戦
線
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
生
水
を
飲
ん

で
赤
痢
に
か
か
り
入
院
し
た
野
戦
病
院

で
、
学
生
時
代
に
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い

た
軍
医
が
中
野
に
気
付
き
、
命
拾
い
を

　日
本
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
初
め
て
獲

得
し
た
メ
ダ
ル
は
、
1
9
2
0（
大
正

9
）年
ベ
ル
ギ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大
会

の
テ
ニ
ス
種
目
で
し
た
。

　明
治
初
期
に
も
た
ら
さ
れ
た
テ
ニ
ス

は
当
初
、
日
本
独
自
の
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を

使
っ
た「
軟
式
テ
ニ
ス
」と
し
て
発
展
し

ま
す
。
1
9
1
9
年
に
発
足
し
た
本
学

庭
球
部
で
も
、
翌
年
か
ら
徐
々
に
硬
式

に
移
行
し
ま
し
た
。

　中
野
文
照
は
1
0
0
年
に
及
ぶ
歴
史

を
持
つ
法
政
テ
ニ
ス
部
が
最
初
に
生
み

出
し
た
名
手
で
す
。
1
9
1
5
年
、
岐

阜
県
の
寺
に
生
ま
れ
た
中
野
は
、
京
都

の
花
園
中
学
校
を
経
て
1
9
3
2
年
に

法
政
大
学
に
入
学
。
す
ぐ
に
頭
角
を
現

し
、
対
関
西
大
学
定
期
戦
で
5
年
ぶ
り

の
勝
利
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　中
野
は「
自
分
で
体
験
し
、
考
え
抜
い

た
も
の
で
な
く
て
は
身
に
付
か
な
い
」と

い
う
信
念
を
持
ち
、
練
習
相
手
を
他
校

し
た
と
い
い
ま
す
。
戦
後
の
テ
ニ
ス
界

に
戻
っ
た
中
野
は
、
全
日
本
選
手
権
連

覇
を
達
成
し
、
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ
代
表
に

も
復
活
し
ま
し
た
。

　中
野
の
同
期
で
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
っ

た
松
本
武
雄
が
、
母
校
の
テ
ニ
ス
部
監

督
に
就
任
し
た
の
は
1
9
5
5
年
の
こ

と
。
テ
ニ
ス
指
導
に
情
熱
を
注
い
だ
松

本
の
下
で
、
史
上
初
の
イ
ン
カ
レ
3
連

覇（
シ
ン
グ
ル
ス
）を
果
た
し
た
の
が
、

法
政
二
高
か
ら
進
学
し
た
神か

み
わ
ず
み

和
住
純
で

す
。
卒
業
後
は
、
日
本
で
戦
後
初
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
プ
ロ
と
な
り
、

1
9
7
0
年
代
以
降
の
テ
ニ
ス
界
を
牽

引
。
現
役
引
退
後
は
、
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ

の
日
本
代
表
監
督
も
務
め
、
2
0
0
9

年
〜
2
0
1
7
年
に
は
本
学
ス
ポ
ー
ツ

健
康
学
部
の
教
授
を
務
め
ま
し
た
。

　法
政
テ
ニ
ス
部
は
他
に
も
、
国
際
的

に
活
躍
す
る
テ
ニ
ス
選
手
を
数
多
く
送

り
出
し
て
い
ま
す
。

1  デビスカップ代表に初選出された頃の中野文照（1937年）
2  戦時下のスポーツ統制を経て、戦後復活したテニス部の練習風景。当時は本学にコートがなく、田園テニス倶楽部のコートを本拠地としていた（1946年、下津佐正夏撮影）
3  神和住純の著書『わが青春の軌跡』（1977年、光風社書店）と、学生時代からトーナメントプロになるまで使用していたラケットと同じモデルのKawasaki製ラケット

取材協力：HOSEIミュージアム事務室
※過去に掲載した記事は、ウェブサイトに掲載しています https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/daigaku_shi/museum

3

法
政
テ
ニ
ス
の
軌
跡

〜
法
政
初
の
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ
代
表
・
中
野
文
照
〜

2021年度上半期テーマ展示
「HOSEIスポーツの原点」

昨年度に続き、今回は陸上競技部、スキー部、
テニス部の原点を形づくった人物やエピソードを紹介

場所：市ケ谷キャンパス九段北校舎１階
詳細：HOSEIミュージアムウェブサイト
　   　（https://museum.hosei.ac.jp）

1

に
求
め
て
古
豪
が
集
ま
る
慶
應
義
塾
大

し
た
と
い
い
ま
す
。
戦
後
の
テ
ニ
ス
界

〜
法
政
初
の
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ
代
表
・
中
野
文
照
〜

〜
法
政
初
の
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ
代
表
・
中
野
文
照
〜

2

し
た
と
い
い
ま
す
。
戦
後
の
テ
ニ
ス
界

に
戻
っ
た
中
野
は
、
全
日
本
選
手
権
連

し
た
と
い
い
ま
す
。
戦
後
の
テ
ニ
ス
界

に
戻
っ
た
中
野
は
、
全
日
本
選
手
権
連

覇
を
達
成
し
、
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ
代
表
に

　中
野
の
同
期
で
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
っ

た
松
本
武
雄
が
、
母
校
の
テ
ニ
ス
部
監

1
9
5
5
年
の
こ

と
。
テ
ニ
ス
指
導
に
情
熱
を
注
い
だ
松

本
の
下
で
、
史
上
初
の
イ
ン
カ
レ
3
連

覇（
シ
ン
グ
ル
ス
）を
果
た
し
た
の
が
、

法
政
二
高
か
ら
進
学
し
た
神か

み
わ
ず
み

和
住
純
で

す
。
卒
業
後
は
、
日
本
で
戦
後
初
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
プ
ロ
と
な
り
、

年
代
以
降
の
テ
ニ
ス
界
を
牽

引
。
現
役
引
退
後
は
、
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ

の
日
本
代
表
監
督
も
務
め
、
2
0
0
9

 デビスカップ代表に初選出された頃の中野文照（1937年）
 戦時下のスポーツ統制を経て、戦後復活したテニス部の練習風景。当時は本学にコートがなく、田園テニス倶楽部のコートを本拠地としていた（1946年、下津佐正夏撮影）
 神和住純の著書『わが青春の軌跡』（1977年、光風社書店）と、学生時代からトーナメントプロになるまで使用していたラケットと同じモデルのKawasaki製ラケット

※過去に掲載した記事は、ウェブサイトに掲載しています https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/daigaku_shi/museum

2021年度上半期テーマ展示
「HOSEIスポーツの原点」

昨年度に続き、今回は陸上競技部、スキー部、
テニス部の原点を形づくった人物やエピソードを紹介

場所：市ケ谷キャンパス九段北校舎１階
詳細：HOSEIミュージアムウェブサイト

（https://museum.hosei.ac.jp）
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に
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野
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日
本
選
手
権
連

 戦時下のスポーツ統制を経て、戦後復活したテニス部の練習風景。当時は本学にコートがなく、田園テニス倶楽部のコートを本拠地としていた（1946年、下津佐正夏撮影）
 神和住純の著書『わが青春の軌跡』（1977年、光風社書店）と、学生時代からトーナメントプロになるまで使用していたラケットと同じモデルのKawasaki製ラケット

※過去に掲載した記事は、ウェブサイトに掲載しています https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/daigaku_shi/museum
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※記事の詳細は大学ウェブサイト（https://www.hosei.ac.jp）および関連リンク先でもご覧いただけます。

IGESSキャンパスツアーを実施

　4月6日（火）、多摩キャンパス
にてIGESS学生向けキャンパス
ツアーを実施しました。
　IGESSとは、英語で学位が
取得できるプログラムの一つで、
IGESSに所属する学生は、9月
に入学後、1年半を市ケ谷キャ
ンパスで過ごし、2年次春学期から多摩キャンパスに学びの場を
移して、学生生活を送ります。
　IGESS学生が多摩キャンパスに早くなじめるように、学生たち
がガイド役を担当し、キャンパス内の各施設や利用方法を紹介。
一緒にキャンパスを回りながら、英語で案内するという和やかなキャ
ンパスツアーとなりました。

GISのGregory Khezrnejat 准教授が
「第2回京都文学賞」を受賞

　GIS（グローバル教養学部）のグレゴ
リー・ケズナジャット（Gregory Khezr
nejat）准教授が、全編日本語で書いた
小説『鴨川ランナー』が、第2回京都文
学賞を受賞しました。
　同作品は、一般部門と海外部門の両
部門において、最優秀賞を受賞。今秋
には講談社から刊行される予定です。

理工学研究科在学生が電気学会
東京支部にて奨励賞を受賞

　「電気学会東京支部」で令和2年度 電気学術奨励賞・電気
学術女性活動奨励賞が決定され、本学からは理工学研究科在
学生の2人が受賞しました。
◆伊藤 慧さん　「電気学術奨励賞」
　電磁界解析を援用した永久磁石同期電動機の効率的設計
　最適化手法を提案したことによる表彰
◆加藤えみりさん　「電気学術女性活動奨励賞」
　電気工学を修めた優秀な学生として表彰

佐藤大樹選手、田中和樹選手が、
「2021年JFA・Jリーグ特別指定選手」に認定

　本学サッカー部の佐藤大樹選手（経済学部4年）はFC町田
ゼルビア、田中和樹選手（社会学部4年）は京都サンガF.C.へ
の加入が内定し、現在のチー
ムに所属登録したまま、Jリー
グなどの試合に出場可能とな
る「2021年 JFA・Jリーグ特
別指定選手」に認定されまし
た。
　今後も本学サッカー部出身
選手の活躍にご注目ください。

田中和樹選手
（写真提供：サッカー部）

佐藤大樹選手
（写真提供：サッカー部）

「第54回東京六大学対校陸上競技大会」
にて8連覇達成

　4月18日（日）、「第54回東京六大学対校陸上競技大会」が
開催され、陸上競技部はオープン種目を含む7種目で優勝し、男
子の部で総合優勝。8連覇を達成しました。
【主な優勝種目】男子800m：松本純弥選手（経済学部3年）、
男子110mハードル：横地大雅選手（スポーツ健康学部3年）、
男子400mハードル：黒川和樹選手（現代福祉学部2年）、男
子円盤投、男子砲丸投：岩撫健太郎選手（経済学部1年）、女
子100m：川中葵琳選手（スポーツ健康学部2年）、女子円盤投
（オープン種目）：藤田真実子選手（スポーツ健康学部3年）
　なお、黒川選手は5月9日（日）に開催された「陸上東京五輪
テスト大会」の男子400ｍハードルにも出場。自己ベストの48
秒68で優勝し、東京オリンピック参加標準記録を突破しました。

黒川和樹選手（写真提供：スポーツ法政新聞会）

小金井企画実行委員会委員長が
新入生歓迎会の入室管理システムを開発

　小金井キャンパスでの学友会主催行
事を企画、実施する小金井企画実行委
員会委員長を務める菅原太樹さん（理
工学部応用情報工学科4年）が、2021
年度新入生歓迎会開催に当たって、
QRコードを活用する入室管理システム
「MiNERVA」を開発しました。
　このシステムは、スマートフォンのブラ
ウザで動作し、参加者がいつ、どこに、誰がいたかを管理できます。
　新入生歓迎会終了後は、導入を希望する本学他キャンパス
学友会主催行事実行委員会やその他大学の機関への配布、
導入サポートを行う予定です。また、オープンソースプロジェクト
としてGitHubにも公開されています。

法政大学ポータルサイト

を活用しましょう

　法政大学ポータルサイト「Hoppii（Hosei portal 
to pick up information）」では、最新の情報をお
知らせしています。
　授業の実施状況やキャンパスの入構ルールなどを
はじめとした、さまざまな情報が掲載し
てありますので、在学生の皆さんは常
に確認するようにしましょう。
　Hoppiiから学習支援システムや
Web掲示板にログインできます。

Hoppii
トップページ
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ライブラリーサポーターによる
オンライン企画を開催

ライブラリーサポーターが企画した新入生向けのイベントがオン
ライン開催されました。ライブラリーサポーターとは、学生の力で魅
力的な図書館づくりを目指そうという学生ボランティアです。
多摩図書館では、4月11日（日）に、おすすめの一冊を紹介し合

い「どの本を一番読みたくなったか」を基準に競う「オンラインビブ
リオバトル」を開催。市ケ谷図書館では、4月22日（木）に「4年生
が直伝！ 就活・大学生活に役立った新聞の読み方講座」を開催し、
66人の参加がありました。4月26日（月）には、3人の発表者がプ
レゼンテーション方式で後輩におすすめしたい本を紹介する「先
輩の『推し本』ビブリオトーク」を催しました。

　学生による、学生をサポートするためのスタッフ活動（ユニット）
のネットワークである「ピアネット」。課外教養プログラムプロジェ
クト（KYOPRO）など、10以上のユニットが活動を展開しています。
教育開発・学習支援センターでは、ピアネットを総合的に紹介す
る「ピアネットガイド」を発行。新入生をはじめとした多くの学生
にピアネットについて知ってもらうことを期待しています。

ピアネット
ガイド

「ピアネットガイド」を発行

　夏季休暇期間中も市ケ谷、多摩、小金井の
各図書館は開館し、長期貸出を実施します。開
館日時の詳細は図書館ウェブサイトでご確認の
うえ、ご利用ください。
※ただし、8月13日（金）～8月19日（木）の期間は、
休館となります。休館期間中、法定停電およびシス
テムメンテナンスによりOPACなどでの各種検索サー
ビスや電子資料の閲覧および、開館カレンダーの
表示ができない場合があります。

夏季休暇期間中の図書館の
開館・利用情報

法政大学図書館

「大学生からのコミュニケーション講座」
開催

　4月15日（木）（市ケ
谷）、16日（金）（小金
井）、19日（月）（多摩）、
各キャンパスにおいて、
新入生、新2年生を対
象に課外教養プログ
ラム「大学生からのコ
ミュニケーション講座」を開催しました。本学兼任講師の鈴木ま
り子先生を講師に迎えて、オンライン上のコミュニケーションの
不安解消と、今後の学生生活を有意義にするためのコミュニケー
ションスキルを学ぶことを目的としたプログラムです。
　当日は、鈴木先生から「コミュニケーションのスキルとマインド」
についての講義が行われた後、参加者を少人数のグループに
分け、実践を兼ねたグループワークが行われました。

市ケ谷ボランティアセンター主催で
「災害救援ボランティア講座」を実施

　3月17日（水）～19日（金）の3
日間にわたって、災害救援ボラ
ンティア推進委員会、東京防災
救急協会、千代田区・千代田区
社会福祉協議会の協力のもと
「災害救援ボランティア講座」を
実施しました。
　災害救援ボランティア講座は、全講座受講することにより、
上級救命技能認定証、セーフティリーダー認定書が交付されます。
　市ケ谷ボランティアセンターでは、災害時などにリーダーとし
てボランティア活動ができる学生の育成を目標に、これからも本
講座を実施していきます。

学習ステーション主催で
「Zoomでオンキャンin市ケ谷」を実施

　「Zoomでオンキャン in市ケ谷」は、市ケ谷キャンパスを舞台
に、とある2人の学生が送る大学生活の一日を、Zoomを通じて
体験できる、学習ステーション主催の視聴型プログラムです。コ
ロナ禍で通学機会の少ない学生向けに開催しました。
　一緒に校内を歩いているような感覚で、市ケ谷キャンパスを
案内。法政大学に関する疑問、役立つ情報など、トークによる
交流も行われました。
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BOOKS本学専任教職員の最近の著書、編纂書、訳書をご紹介します。

　生協市ケ谷購買書籍部は富士見ゲート地下1階にあ
ります。書籍はもちろん、文具や食品も販売し、教習
所の紹介なども取り扱っています。書籍は、専門書や
資格本、就活やTOEIC®などの対策本のほか、文芸書
や文庫本、新書も幅広くご用意しています。
　また、学生の読書推進のため「読書マラソン」とい
う活動にも取り組んでいます。本の感想をコメントカード
に記入し、オススメの本を広めていく企画です。参加し
ていただきますと、「全国読書マラソンコメント大賞」に
選ばれる可能性があります。過去には法政大学の学生
のコメントカードが銅賞に輝いたこともありますので、ぜ
ひエントリーしてみてください。今年もたくさんのコメント
カードをお待ちしています。  （市ケ谷購買書籍部）

法政大学生活協同組合書籍部より
＜市ケ谷キャンパス＞
本をたくさん読もう、広げよう

※日外アソシエーツ 図書内容情報BookPlusを参照

政治と報道
報道不信の根源 
「野党は“反発”、政権側は“反論”」「決定
打を欠いた」「笑われる野党にも責任」――。
メディアが政策論争に沿った報道ではなく、
対戦ゲームのような政局の報道に終始する
のはなぜなのか。統治のための報道ではな
い、市民のための報道に向けて、政治報道
への違和感を検証する。
上西 充子 著   
キャリアデザイン学部   
キャリアデザイン学科 教授
出版社：扶桑社
発　行：2021年2月

国際協力と想像力
イメージと「現場」のせめぎ合い
国家間の援助の現場で、イメージと現実は
なぜ乖離（かいり）するのか。援助国と被
援助国の視点から要因を考察し、ギャップ
を超える方法を探る。
松本 悟 他1名 編著   
国際文化学部国際文化学科 教授
出版社：日本評論社
発　行：2021年3月

「させていただく」の語用論
人はなぜ使いたくなるのか 
「させていただく」の氾濫はとどまるところを
知らない――。なぜ人は使いたくなり、何
が違和感を生むのか。「させていただく現象」
の謎に迫るべく、意識調査で許容と違和の
境界を探り、コーパス調査で発話行為的観
点から他の授受表現との勢力関係の変化
を探る。それらをゴフマン理論による枠組み
から再解釈することで、授受表現に生じて
いるシフトを洞察している。
椎名 美智 著   
文学部英文学科 教授
出版社：ひつじ書房
発　行：2021年1月英国の人事管理・  

日本の人事管理
日英百貨店の仕事と雇用システム
職務給の国とされる英国の企業と、日本の
企業の間で、仕事と賃金、そして人事管理
は、どこまで近づいたのか。名著『イギリス
の工場・日本の工場』で示された英国の社
会学者ロナルド・ドーアの見通しをもとに、日
英の代表的な百貨店を舞台とする労働世界
に分け入り、丹念な実態調査により雇用シ
ステムの収斂と多様性を探る。
佐野 嘉秀 著   
経営学部経営学科 教授
出版社：東京大学出版会
発　行：2021年2月

Award

実践知探求賞

2020年度「自由を生き抜く実践知大賞」には大学憲章を体現するような実践の取り組みとして10件がノミネート。
厳正な審査にて、大賞と大学憲章に連なる本学の理念などのキーワードを冠した4賞、

オンライン投票による「よき師よき友が選ぶ実践知賞」の計6賞が選ばれました。
ここでは、それぞれの受賞の取り組みを順に紹介します。

0202

「講義リレーでつなぐ『実践知』フォーラム」（実践主体：経営学部）

3

「自由を生き抜く実践知大賞」の各賞の詳細や表彰式の動画は、
HOSEI PHRONESIS（http://phronesis.hosei.ac.jp/）をご覧ください。

※田中優子総長は2021年3月にて任期満了により退任しました。

長岡健教授による対話型講義の様子長岡健教授による対話型講義の様子

教職員と学生が一体となって大学憲章に基づく講義を企画した、
画期的な取り組みです。多彩なゲストを招いた11の講義は、時宜に
かなった魅力的なもので、今後、実践知の教育を展開していく上で
重要なモデルになるでしょう。他学部もぜひ参考にしてほしい。こ
の講義の実施期間はコロナ禍とは無関係で、すでに「実践知・総
長大賞」も授与していますが、講義全体に賞を授与する機会は今
しかなく、今後の授業モデルとなることを期待して、「実践知探求
賞」を授与することとしました。

田中前総長※からの選定理由コメント

今回ノミネートされた取り組みは個々に独立したものですが、学
びを真摯（しんし）に追求するという点で共通していると感じます。
このような取り組みの積み重ねにより、「法政大学憲章」はさらに
充実し、コロナ禍という厳しい時代にあっても強く育っていくはずで
す。経営学部はこれからもその先頭に立ち、法政大学に「つどひ、
結ぶ」多様な学生やスタッフと共に、この社会の過去・現在・未来
を見つめながら、課題解決に努めていきます。

（経営学部長 佐野 哲 ※受賞当時）

受賞者からの感想

この講義リレーが完了したのは2019年12月。早くも1年半の時間
が過ぎました。その間、私たちを取り巻く環境は激しく変化しまし
た。講義で扱われた知見も、あるものは修正され、あるいは書き換
えられ、さらに学問から実践の場へ展開したものもあるでしょう。

経営学は、時代の中で揺れ動く企業経営を冷静に見つめる、ダ
イナミックかつ挑戦的な学問です。講義リレーから得られた知的興
奮は多様でしたが、その底流にあったのは、他者への働きかけを恐
れず、それぞれの「実践知」を探求する若者たちへの絶対的信頼で
した。

厳しい状況が続く中、変わるもの、変わらないもの、変えてはい
けないものは何か。経営学部では、これからも皆さまと共に考え続
けていきます。

今後の展望

経営学部創設60周年を記念し、2019年6月から11月にかけて「講義リレーでつなぐ『実
践知』フォーラム」と題する公開セミナー・シリーズを、11回にわたって開催しました。

テーマには、女性キャリア支援、職場での対話的コミュニケーション、企業の社会
的責任など、ビジネス分野における新たな課題が積極的に取り上げられ、講義形式は
さまざまながら、各教員がテーマにふさわしい「学びの場」を模索したものとなりました。

フォーラム全体の運営統括および報告書作成は、二階堂行宣准教授ゼミ所属の
学生が担い、全講義に出席後、学生の視点から講義内容と大学憲章との関係を明
確化。「実践知・総長大賞」の選出に向けた総長への事前ブリーフィングも担当しま
した。「経営学部創設60周年記念パーティー」では、経営学部広報委員会編集長
を務めた山田理七子さん（当時3年）が総括的報告を行いました。
「実践知・総長大賞」は、長岡健教授による対話型講義「ワークシフトの“実践知”
は可能か：働き方の“未来の常識”を生きる先駆者との対話」が受賞。この講義は、
女性支援に取り組むNPO代表と未来型のキャリアを歩む卒業生3人をゲストに招き、
学生と社会人の対話を通じて「女性のキャリアと未来の働き方」のビジョンを探ろうと
したものです。学外ワークショップスペースを会場に、一般聴衆の積極的参加や産学
間連携も図りました。

ノミネート理由・活動概要

実践知
探求賞

山田さんによる60周年記念パーティーでの総括山田さんによる60周年記念パーティーでの総括
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